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序

三重県は、伊勢・伊賀・志摩・東紀州の四つの地域からなり、いにしえより、西からの文化

の終着点として、そして、東国への玄関口として、多くの人々の往来がありました。

伊勢平野を南北に走る道路は、古くは伊勢街道、そして今は一般国道23号として、長く県内

の文化・情報の伝達路としてその任を果たしてきました。しかしながら、近年、交通渋滞に悩

まされるようになり、その緩和と新しい地域文化の振興のため、中勢道路が計画されました。

計画地内には、遺跡という形でいにしえの文化が眠っていますが、新しい文化・情報のルート

を創るためには、残念ながら保存できない遺跡があります。私たちは、これらを調査して記録

を残し、当時の文化や人々の生活を後世に伝えることになりました。

本書は、一般国道23号中勢道路建設に先立って調査された筋違遺跡の発掘調査報告書です。

遺跡は雲出川域右岸に位置し、その下流には広大な沖積平野が広がっています。筋違遺跡では

弥生時代前期の水田や畠の存在が明らかになりました。このことは、北部九州にもたらされた

稲作をはじめとした農耕文化が、いち早くこの伊勢の地まで伝わり、人々の手で農業が営まれ

ていたことを示してくれました。それとともに、当時の水田耕作や畠作文化を知る上で貴重な

情報を与えてくれるのです。

最後に、調査にあたりまして、国土交通省中部地方整備局、同三重河川国道事務所（旧称：

三重工事事務所）、嬉野町教育委員会、社団法人中部建設協会、ならびに地元のみなさまの多

大なる御理解・御協力を得ましたことに対し心からお礼申し上げるとともに、今後とも県民の

みなさまの文化財保護へのいっそうの御理解と御協力をお願い申し上げます。

平成16年３月

三重県埋蔵文化財センター

所　長　　* 水　康　夫



例　　言

１　本書は、三重県一志郡嬉野町新屋庄字筋違に所在する筋違
すじかい

遺跡の発掘調査報告書の第１分冊である。

本分冊では遺構と遺物の報告を扱い、第２分冊では自然科学分析及び総括を報告の予定である。

２　本書が扱う発掘調査の原因事業は、一般国道23号中勢道路建設事業である。

３　調査は、三重県教育委員会が国土交通省中部地方整備局から委託を受け、平成12年度に範囲確認調

査、平成13年度に本調査を実施した。調査費用は、国土交通省中部地方整備局の全額負担による。

４　発掘調査の体制は以下のとおりである。

・調査主体　　三重県教育委員会

・調査担当　　三重県埋蔵文化財センター

・現場作業　　社団法人中部建設協会

５　現地調査は、平成12年度の範囲確認調査を川畑由紀子、川崎志乃、瀬野弥知世が、平成13年度の本

調査を川合圭子、中川明、東敬義、川崎、瀬野が担当した。

６　本書の執筆・編集は、東、川崎、瀬野が担当した。

７　遺構写真は、川合、中川、東が撮影を行った。遺物写真は、川崎、中川、瀬野が撮影した。

８　室内での報告書作成業務は黒川敬子・太田浩子・森川絹代・蒔田やよい・倉田由起子・山口香代・

楠純子が担当した。また、調査補助員として西脇智広が現地調査及び整理作業に携わった。

９　発掘調査ならびに整理・報告書作成の過程においては、以下の方々から御指導と御助言を賜った。

記して感謝の意を表したい。（順不同　敬称略）

青木哲哉・石黒立人・永井宏幸・井上智博・植木　久・扇崎　由・金原正明・櫛原功一・

工楽善通・桑畑光博・佐藤甲二・佐藤由紀男・佐藤洋一郎・鈴木　信・高橋　学・田!博之・

外山秀一・中村　豊・原田　幹・深澤芳樹・松井一明・松谷暁子・山中　章・和氣清章

１０　本遺跡については、すでに『一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報ⅩⅣ』（三重県埋蔵

文化財センター　2002）、『中勢道路ニュース№38』、『中勢道路ニュース№39』、「筋違遺跡の発掘調

査」（『日本考古学』第14号　2002）、「筋違遺跡の発掘調査」（『第10回東日本の水田跡を考える会要

旨集』 2002）で調査概要を報告しているが、本書をもって正式報告とする。

１１　測量法の一部改正により、平成14年度以降は世界測地系に移行しているが、本書で用いた地図及

び遺構実測図は、旧座標系（日本測地系）の国土座標第Ⅵ系を用い、方位の表示は座標北を示す。真

北は座標北の西偏０度17分、磁北は座標北の西偏６度37分である（平成13年）。

１２　本書に用いた遺構表示略記号は、下記のとおりである。

ＳＡ：柵　　　　　　　ＳＢ：掘立柱建物　　　　ＳＤ：溝・自然流路　　　ＳＥ：井戸

ＳＦ：竈　　　　　　　ＳＨ：竪穴住居　　　　　ＳＫ：土坑　　　　　　　ＳＸ：墳墓

ＳＺ：その他の遺構　　ｐｉｔ：柱穴・小穴

１３　本書で報告した記録及び出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターにおいて管理・保管している。

１４　本書では、土壌の色調について小山・竹原編『新版標準土色帖』（22版1999）を使用した。
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１　調査に至る経緯

一般国道23号は伊勢平野の南北を貫き、県内外と

の物資輸送、産業・情報・観光における幹線道路で

ある。近年、交通量の増加と車に頼る物資輸送の増

加は交通渋滞を招き、その役を果たすことを困難と

してきた。こうした渋滞を緩和し、中勢地域の更な

る発展に寄与するため中勢道路が計画された。中勢

道路は、北は鈴鹿市玉垣町から一志郡三雲町小津ま

で延長33.8kmの道路で、鈴鹿市・河芸町・津市・

久居市・嬉野町・三雲町の３市３町を通る。

昭和58年度に、この計画路線内の埋蔵文化財分布

調査を行った。その結果をもとに、建設省中部地方

建設局（当時）と三重県教育委員会が埋蔵文化財の

取扱いについて協議を行い、現状保存が困難な遺跡

は事前に発掘調査を実施し、記録保存をはかること

になった。

事業の実施にあたっては、建設省中部地方建設局

（当時）・三重県・社団法人中部建設協会の三者で

昭和63年４月８日付け「協定書」（９・10工区対象）

を締結し、事業を推進してきた。その後、工事計画

の進展に合わせて、平成３年10月31日付けで、「変

更協定書（第１回）」（６工区追加）を、平成５年９

月７日付けで「変更協定書（第２回）」（８工区追加）

を、平成10年３月31日付けで「変更協定書（第3回）」

（新発見２遺跡の追加と期間延長）を締結し、調査

計画と道路建設事業との調整を図った。平成10年度

には、平成11年３月31日付けで改めて６・８～

10・13（雲出川以南４遺跡）・14工区を対象とし

た「埋蔵文化財発掘調査協定書」（平成16年３月31

日まで）を締結し、11年度以降の事業を推進するこ

ととした。

２　調査の体制

調査主体は三重県教育委員会であり、調査担当は、

昭和63年度が三重県教育委員会文化課、平成元年度

以降が三重県埋蔵文化財センター（三重県教育委員

会事務局組織規則により設置）である。

調査にあたっては、「県教育委員会・市町村教育

委員会職員人事交流実施要綱」にもとづき、鈴鹿市

及び津市教育委員会から１～２名の派遣職員を得た

年度もある。また現地作業は、調査の円滑を期して

国土交通省中部地方整備局が社団法人中部建設協会

に委託している。

本書に収録した筋違遺跡については、平成12年度

に範囲確認調査を、平成13年度に本調査を、平成14

～15年度に整理・報告書作成業務を実施した。その

体制は以下のとおりである。

［平成12年度］

主幹兼調査第二課長　*水康夫

主　　　幹　　　　　新田　洋

主査兼第三係長　　　森川常厚

技　　　師　　　　　川畑由紀子

臨時技術補助員　　　川崎志乃・瀬野弥知世

調査補助員　　　　　西脇智広（皇學館大学学生）

北川祐貴（筑波大学学生）

山田詩奈（大手前大学学生）

室内整理員　　　　　黒川敬子・太田浩子

森川絹代・蒔田やよい

新田智子・倉田由起子

［平成13年度］

主幹兼調査第二課長　新田　洋

主査兼第二係長　　　本堂弘之

主　　　事　　　　　川合圭子・中川　明

東　敬義

技　　　師　　　　　川畑由紀子

臨時技術補助員　　　川崎志乃・瀬野弥知世

調査補助員　　　　　西脇智広（皇學館大学学生）

室内整理員　　　　　黒川敬子・太田浩子

森川絹代・蒔田やよい

倉田由起子

［平成14年度］

主幹兼調査研究グループリーダー　山田　猛

主　　幹　　　　　　河北秀実

主　　査　　　　　　宮田勝功

主　　事　　　　　　東　敬義

技　　師　　　　　　原田恵理子・水谷　豊
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臨時技術補助員　　　酒井巳紀子

調査補助員　　　　　西脇智広

（皇學館大学大学院院生）

室内整理員　　　　　黒川敬子・太田浩子

森川絹代・蒔田やよい

倉田由起子

［平成15年度］

主幹兼調査研究Ⅱグループリーダー　新田　洋

主　　幹　　　　　　五嶋史佳

主　　事　　　　　　東　敬義・柴山圭子

福島伸孝

技　　師　　　　　　川畑由紀子

臨時技術補助員　　　瀬野弥知世

坂　佳彦

調査補助員 中西佳子

（東京都立大学学生）

室内整理員　　　　　黒川敬子・太田浩子

森川絹代・蒔田やよい

倉田由起子・山口香代

３　調査の経過

筋違遺跡が拡がる範囲は道路建設工区でいうと、

県道嬉野津線を挟んで、北側が13工区、南側が14工

区になっている。平成12年度に行った範囲確認調査

では、13工区側で２ｍ幅のトレンチを９カ所、10

ｍ×10ｍのグリッドを２カ所設定し、14工区側では、

３カ所のトレンチを設定した。

範囲確認調査の結果を受け、平成13年４月１日付

けで、国土交通省中部地方整備局と三重県との間で

委託契約を締結した後、13工区と14工区の両地区に

おいて、本調査を行うことになった。

調査期間中には、国土交通省・三重県・中部建設

協会の三者で発掘調査の具体的な計画、工程、経費

等についての協議を、平成13年４月、８月、12月、

翌14年２月の計４回行った。

13工区側の本調査は、社団法人中部建設協会によ

る事前準備が完了した平成13年４月25日から開始し

た。調査途中で、奈良時代の遺構面の東への更なる

広がりと、弥生時代の方形周溝墓が東に存在する可

能性が予想されたため、８月に三者協議を行い、拡

張することとした。また、更に下層に弥生時代前期

に遡る生産遺構の存在が確認されたため、２層の調

査を行うこととなり、調査面積は当初計画から倍増

した。以上の経緯を経て13工区側では平成14年１月

31日に現地調査を終了し、埋め戻し作業を行った。

14工区側の本調査は平成13年５月10日から開始

した。思いのほか検出できる遺構は少なく、広大な

面積ながら、９月11日に調査を終了した。

地区設定は、両地区ともに道路予定センターライ

ンを基準とし、任意で設定している。

測量については、13工区側の上層で航空測量を行

った他は、すべて手描き実測による。

以上、当センターとしての現地発掘調査は平成14

第１図　範囲確認トレンチ配置図（１：5,000）
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年１月31日で完了した。

室内での整理作業は、現地調査が始まるとともに

開始した。現地調査終了後も図面作成・整理等を引

き続き行い、平成15年度に終了した。

普及公開事業として、現地説明会と小学校の「総

合的な学習の時間」にかかる授業支援を行った。現

地説明会（13工区）は平成13年８月11日に開催し、

80名の参加者を得た。同年６月18日には、地元の嬉

野町立豊田小学校の６年生24名を対象として遺跡見

学、７月２日に体験発掘（14工区）を行った。また、

９月６日、同校において、５・６年生52名を対象に

講演と土器の観察を行った。

調査期間中から報告書完成に至るまで、外部研究

機関等からの指導と助言を受けている。とくに、13

工区側の下層調査に関しては、平成15年８月11日に

総合検討会を開催し、専門家の指導と助言を得た。

なお、文化財保護法（以下、「法」）等にかかる諸

通知は、以下により行っている。

・法第58条の２第１項（三重県教育委員会教育長あ

て）

平成13年６月４日付　教埋第73号

・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（久居警

察署長あて）

平成14年３月12日付　教ス生第８－23号

４　調査の方法

調査区内の小地区設定は、道路建設用のセンター

杭（中勢バイパスの起点から20ｍピッチで設置）の

任意の点を基準として、４ｍ四方の小地区を東西方

向を西からアルファベットで、南北方向を北からア

ラビア数字で表記した。

調査にあたっては、表土除去は基本的に重機（バ

ックホー）を用いて行った。

遺構カード（Ｓ＝１/40）は、小地区ごとに作成

し、略図、土質・切り合いなどを記入した。

遺構名は、ピットのみ小地区ごとの通し番号を与

え、他の遺構は調査区全体の中で通し番号を付した。

実測は、遺構の平面図や断面図を適宜、１/10あ

るいは１/20で作成した。遺跡全体の実測は、13工

区側上層は航空写真測量、13工区側下層及び14工区

側は手描き実測により実施した。13工区側が１/50

と１/100の遺構図・等高線図・平面図、14工区側

が１/100の遺構図を作成した。

遺構写真は４×５inch判・ブローニー判（ウィス

タ　SP）、35㎜（ニコン　F-401・F-301）で撮影

した。フィルムはモノクロームネガとカラーリバー

サルを用いた。遺物写真は４×５inch判・ブローニ

ー判（同上・TOYO-VIEW）で撮影した。

（東　敬義）

第２図　調査区位置図（１：5,000）



－ 4 －

Ⅱ　位置と環境

１　位置と地理的環境

筋違遺跡(1)は、一志郡嬉野町大字新屋庄字榎・筋

違に所在する。

高見山系を水源とする雲出川は、下流域に広大な

沖積平野を形成し伊勢湾に注ぐ。本遺跡は雲出川下

流域の右岸に位置し、標高は4.2～4.8ｍを測る。本

遺跡の東方には、海岸線に平行して南北方向に数条

の埋没した砂丘列が存在するが、本遺跡は最も内側

の砂丘列とその背後の低地にあたる。また、埋没旧

河道がつくる自然堤防上にも相当しており、高橋学

氏の地形面分析（第４図）(1）では、沖積平野Ⅲの上

位面から下位面に相当し、沖積平野Ⅲ上面の形成時

期の上限は弥生時代以降に求められている。今回の

調査においては、弥生時代前期の遺跡の立地を把握

するために地形形成過程の追求を目的として、更に

下層の地形確認調査も行っている。

２　歴史的環境

雲出川下流域における遺跡は、その立地が現在の

台地上に位置する場合と沖積平野上に位置する場合

に二分される。後者はさらに、微細に分類すること

が可能であり、その形成時期は歴史時代とされる。

今回報告する筋違遺跡は沖積平野上に位置すること

から、平野上の遺跡を中心にみていくことにする。

最も古いものは、木造赤坂遺跡(3)(2）や前田町屋遺

跡(4)(3）で縄文時代後期の土器が確認されている。前

田町屋遺跡例はローリングを受けており、遺構は未

確認である。

縄文時代晩期後半の突帯文土器が出現する時期に

は、遺跡数が急激に増加する。雲出島貫遺跡(5)(4）で

は土器棺墓が検出され、前田町屋遺跡では浮線文土

器が出土している。これらの遺跡で確認されている

土器の時期は五貫森式が若干みられ、馬見塚式にか

けて隆盛する傾向が見られる。また、下之庄東方遺

跡(6)(5）や四ツ野Ｂ遺跡(7)(6）および天花寺丘陵内遺

跡群(8)(7）でも馬見塚式の突帯文系土器や弥生時代前

期後半の遠賀川系土器が出土している。筋違遺跡に

最も近接する庵ノ門遺跡(28)(8）では、突帯文土器細

片や前期後半の遠賀川系土器が表採されている。

弥生時代前期前半の遠賀川系土器は、中ノ庄遺跡

(2)(9）で出土しており、ここでは遺構も検出されてい

る。

弥生時代中期前葉には、雲出島貫遺跡でわずかに

集落が確認されている。中期後葉には、片野遺跡

(9)(10）や下之庄東方遺跡で方形周溝墓群が検出され

ている。

弥生時代後期前半には、天花寺丘陵内遺跡群で環

壕を伴う集落が展開する。また、高茶屋丘陵の四ツ

野Ｂ遺跡では、突線紐式銅鐸が出土している。木造

赤坂遺跡は、この地域での中心的な集落と目されて

いるが、実態は不明である。

弥生時代後期末から古墳時代前期にかけては、雲

出島貫遺跡で再び集落が展開しており、居住域と墓

域および水田域の存在したことが確認されている。

この遺跡では、太平洋沿岸沿いに三河から関東方面

の外来系遺物や模倣品が出土している。雲出川下流

域は伊勢湾西岸地域のなかでも前方後方墳が突出し

てみられる水系であり、近年はＳ字甕の胎土分析の

結果、Ｓ字甕成立の候補地として注目されている(11）

地域でもある。なお、墓域は前田町屋遺跡でも確認

されている。

古墳時代中期には、高茶屋丘陵の高茶屋大垣内遺

跡(12）で土師器生産が、藤谷埴輪窯(13）で埴輪生産が

操業される。『雄略紀』17年3月条(14）に記されてい

る「贄の土師部」貢進記事との関連が興味深い。こ

の水系では渡来系遺物の出土は稀少であり、向山遺

跡(15)(15）で軟質の器台片がわずかに出土している。

今回の筋違遺跡出土軟質土器と初期須恵器は平野部

において初めて確認された。平野部においては、集

落がひきつづき雲出島貫遺跡で連続して確認されて

おり、埋没した後期古墳が舞出北古墳群(16)(16）や小

野江甚目古墳群(17)(17）において確認されつつある。

古代における行政単位としては、雲出川下流域は

一志郡に相当する。筋違遺跡の西方には、天花寺廃

寺(18)(18）、中谷廃寺(19)、一志廃寺(20)、上野廃寺

(21)、嬉野廃寺(22)、積善寺(23)と狭い範囲に古代

寺院が集中して立地しており、天花寺丘陵内遺跡群
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第３図　周辺遺跡位置図（１：50,000）（国土地理院　平成４年発行１：25,000『大仰』『松阪港』より作成）
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第４図　地形面分析図（高橋（1979）一部改変）

や堀田遺跡（27）(19）などの当該期の遺跡も立地す

る。また、雲出島貫遺跡や堀田遺跡や片野遺跡では、

極めて精良な暗文土師器が出土しており、個々の遺

跡の性格ではなく地域全体として注目されている。

なお、雲出島貫遺跡は『倭名類聚抄』(20）および

『正倉院文書』(21）にみえる嶋抜郷の一部である可能

性がある。

11～13世紀には、雲出島貫遺跡で居館が築かれる。

12世紀末から13世紀にかけて遺跡数の増加する傾向

がみられ、舞出北遺跡、前田町屋遺跡、松本権現前

遺跡（24）(22）、田面遺跡（25）(23）においても集落

跡などの遺構が検出されている。

大字として残存する「新屋庄」は『吾妻鏡』(24）

等の文献にみえ、周囲一帯には神宮御厨や御薗が数

多く分布していた(25）ことが知られる。

近世には、三雲町中林にて参宮街道と分岐する伊

賀越奈良街道（別称大和街道）が小村集落から遺跡

の北部を通り、新屋庄集落へと抜ける。現状では、

この道がどの段階まで遡るのか定かでないが、小字

である「筋違」は条里方向とは斜交いに抜けるこの

道に由来する可能性が彷彿される。 （川崎志乃）
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１　調査区の基本層序

(１)地層観察の方法

当調査区の地層の観察方法は、粒度と堆積構造に

着目して堆積環境で分層する堆積学的な視点および

地層の堆積後の変化に着目した土壌学的な視点から

の分層を行った（1）。

これまで三重県内では、沖積低地での発掘調査事

例が少なく、今回の調査のように遺構面までの深度

が２ｍ近くに及ぶことが少なかったために、さほど

地層の観察に力点が置かれてこなかった。しかし、

当調査区のように堆積土量が厚く、狭い範囲で各時

代の遺構の立地する基盤層が変化に富む場合には、

地層の観察を怠るとそれぞれの遺構面を押さえるこ

とすらままならない。今回の調査では不十分な点も

多々存在するが、可能な限りの観察を行った。

まず、堆積学的な視点として、粒度組成はウェン

トワース・ペティジョン法に、色調は標準土色帳に

基づいている。また、地層の空間的な広がりを把握

するために同時異相の概念を意識し、層相の側方変

化の把握に努めた。

土壌学的な視点としては、ａ層（堆積後に土壌化

や人為的な行為の及んだ層）、ｂ層（土壌化の及ば

なかった非土壌化層）と呼び分けている。また、弥

生時代前期以前の層序については土壌化層であるa

層が耕作土の可能性があるか否かに注意を払った。

(２)基本層序の層相

各層位の層相をできるだけ細かく観察するように

心掛けたが、個々の層序を認識するのが限界であり、

地層の形成要因・堆積時期・利用時期・利用形態の

４項目を体系立てて分類することができなかった。

すなわち第１表のとおりⅠ～Ⅶに大別しているが、

体系立てて意味をもたせているわけではない。整理

段階の当初には、地層形成要因や堆積単位での分類

も検討したが、全ての層について堆積単位を把握す

ることは困難であり、報告書作成段階での混乱を最

小限にとどめるために、現地調査時に認識していた

大まかな分類をそのまま流用した。全ては現地調査

時に体系だてて分層できなかったことから生じた問

題であり、今後は現地調査時に検討するように改善

していく必要がある。

また、問題を残す分層や検出をしている地点が存

在している。記述のなかで、その都度、問題点とし

て合わせて報告することにする。

各層相の粒度および色調は地点により異なるため

ここでは簡易にとどめ、詳細な説明が必要な場合は

個別の記述でふれることにする。

_層 Ⅰ層は表土層である。

Ⅰ-１層は、遺跡範囲確認調査の試掘坑の埋土であ

る。

Ⅰ-２層は昭和40年代後半から50年代前半にかけ

ての圃場整備以降の表土であり、耕作土層である。

`層 Ⅱ層は圃場整備以前の水田層が重層的に堆積

する層序であり、ｂ層がほとんどみられない点で共

通する。

Ⅱ-１層は圃場整備以前の耕作土である。

Ⅱ-２層は、上限がいつまでさかのぼるのか不明で

ある。各壁面単位での分層を行ったために調査区全

体に共通する番号を付けることができなかった。細

分できた部分には枝番を付けている。

Ⅱ-３層はⅢ層を覆う層であり、14工区で確認さ

れた４層と同層の可能性が考えられる。Ⅱ-３層には

山茶椀編年Ⅲ段階６型式(2）の陶器椀が含まれていた。

a層 Ⅲａ・Ⅲｂ層があり、自然堆積層とその上部

が水田層などに利用されている層序である。

Ⅲａ層は、調査区北西部の粒度がシルトと細かく、

南東部の粒度がシルト質細砂とやや粗い、土壌化層

である。調査区北壁や東壁の上面では、水田畦畔状

の隆起が確認され、東壁では畦畔と合わせて溝

SD59が確認された。SD59-2層はラミナがみられる

ことから、水田の機能時に水の流れ込みがあったこ

とが伺われる。Ⅲa層内のK10グリッドでは13世紀

初頭の陶器椀が並んだ状態で出土した。記録するこ

とができなかったが、水田畦畔などに埋納されてい

た可能性が考えられる。Ⅲａ層下面では、調査区南

東部において掘立柱建物の柱穴を検出しており、北

西部では掘削中に耕作溝状の遺構もみられた。

Ⅲ　13工区調査の成果－基本層序と遺構－
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第１表　基本層序概略表（↑上面↓下面△層内検出を示す）

Ⅲｂ層は、調査区北西部の粒度がシルトと細かく、

南東部の粒度が粗砂まじりシルト質細砂と粗い。洪

水砂層であり、Ⅲａ層の母層である。Ⅳ層では調査

区中央部が微高地になり、南北に低くなる地形であ

ったが、南北の低く落ち込んでいた場所にⅢｂ層が

堆積することでⅣ層で形成された調査区中央部の微

高地を覆い水平な地形に変化する。調査区北部では、

Ⅲｂ層を細分できる。上部のⅢｂ-１層は調査区に広

く堆積する層である。その下部のⅢｂ-２層は均質な

暗灰黄～黄褐色シルト層であり、Ⅲｂ-１層堆積直前

のリバース・グレーディング現象に伴う自然堆積層

である（3）。

b層 Ⅳ層はⅤ層の段階で掘削されたＳＤ41を氾濫

原とする洪水砂によって地形が形成され、調査区中

央部が微高地となり、南北に低くなっている地形の

時期とまとめることができる。

Ⅳ層上部ａ-０層は粗砂まじりシルトで、直下のⅣ

層上部ａ-１層に類似することからⅣ層に含めてお

く。

Ⅳ層上部ａ-１層は、調査区中央部での層厚が厚く、

土壌の粒子は中央部から南北に細かく変化する。中

央部での粒度は粗砂まじり粘質細砂で、南部では粗

砂まじりシルトへ、北部では粘質シルトへ変化して

いる。Ⅳ層上部ａ-１層は、Ⅳ層下部ｂ-１層以降の

堆積物の土壌化層である。調査区西部では、弥生中

期後葉の遺物を包含するＳＤ8から流出するⅣ層中

部ｂ-１層の上部の土壌化層であり、調査区北部では

古墳時代前期の遺物を包含するＳＤ5が埋積された
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第２表　調査区西壁断面層序一覧表
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第３表　調査区北壁断面層序一覧表
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第５表　調査区東壁断面層序一覧表

第４表　中央トレンチ断面層序一覧表
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後に堆積した土壌化層である。調査区中央部のⅣ層

上部ａ-１層上面では、自然堆積層であるⅢｂ層の堆

積がないことや水田層が重層的に堆積しているⅡ層

が接していることから後の耕作等による影響もあっ

たと考えられる。他方、北部や南部のⅣ層上部ａ-１

層上面では、自然堆積層であるⅢｂ層が堆積してお

り、地形を留めていると考えられる。Ⅲｂ層により

覆われている部分での所見は、調査区北部（Ｆ～Ｉ

６グリッド付近）が直線状に削り出されており、土

壌化した水平堆積層がみられる点と、調査区南西部

の大畦畔（西壁断面９ｍ付近）以南の断面では畝立

て状の起伏のみられた点が挙げられる。現地調査時

には平面的な検出を実施しておらず、土層の十分な

記録もとることが出来なかったが、クロス・チェッ

クを目的としてプラント・オパール分析を実施して

いる。北部の段から南部の大畦畔までのⅣ層上部ａ-

１層は、土壌が極めてよくしまっていた。この間の

距離は21.8mである。この間の層内からは、弥生時

代後期から９世紀ごろにかけての掘立柱建物の柱穴

や竪穴住居や溝などの遺構が確認された。

調査区北部のⅣ層上部ａ-２層は、平面的にはＳＤ

5の位置する付近でやや粗く、それから北西部にか

けて粗砂まじりシルト～粘質シルトへと変化する土

壌化層である。Ⅳ層上部a-2層上面では、落ち込み

ＳＤ5上層がみられ、古墳時代中期の遺物を包含し

ていた。Ⅳ層上部ａ-２層下面では、古墳時代中期の

遺物を含むＳＤ32が検出されている。

Ⅳ層上部ａ-３層は粘質シルトであり、下面ではＳ

Ｄ33が検出された土壌化層である。Ⅳ層上部ａ-２

層下面の一部にしか確認できなかったが、これは調

査区北西部では上層のⅣ層上部ａ-２層も粘質シルト

になり、類似していたために分層出来ていない可能

性がある。また、ＳＤ5以北では下層のⅣ層下部ｂ-

１層もやや黒ずんでおり、Ⅳ層上部ａ-３層から浸透

していることなども考えられる。Ⅳ層上部ａ-２層下

部で検出されたＳＤ5は、両肩に土堤が築かれてお

り、土堤の標高からはⅣ層上部ａ-２層とⅣ層下部

ｂ-１層の間に土壌化層が存在していたことも推定さ

れる。ＳＤ5は埋土にラミナがみられ、流水が流れ

ていた時期がある。古墳時代前期の遺物をわずかに

含んでいた。

Ⅳ層中部ｂ-１層は、ＳＤ41をほぼ踏襲して掘削

され弥生中期後葉の遺物を含むＳＤ8から流れ出た

洪水砂層であり、粒度はＳＤ8付近の粗砂～シルト

へと南北に細かく変化する。弥生中期後葉の遺構は、

ＳＤ8以外に方形周溝墓や土坑などがみられるが、

これらの遺構はⅣ層中部ｂ-１層内では検出できず、

Ⅳ層中部ｂ-１層下面つまりⅣ層下部ｂ-１層上面で

しか検出できなかった。当初はⅣ層中部ｂ-１層内か

らの切り込みを調査精度の問題から、下面でしか検

出できなかったことも考えていたが、方形周溝墓群

から出土した遺物がⅣ層下部ｂ-１層上面と同じ高さ

で削平されていたことから、方形周溝墓群はⅣ層中

部ｂ-１層の堆積以前の遺構といえる。また、Ⅳ層下

部ｂ-１層は後述するが、自然堆積層であり、非土壌

化層である。本来はⅣ層下部ｂ-１層より上方に遺構

が位置していた可能性がある。

ＳＤ41最上層であるⅣ層下部ｂ-１層は、ＳＤ41

の位置する調査区中央部での堆積が厚く、土壌の粒

度はＳＤ41を境に南北に粗砂～粘質シルトへと細か

く変化する。Ⅳ層下部ｂ-２層もⅣ層下部ｂ-１層と

同様に、ＳＤ41を境に南北に礫まじり粗砂～シルト

質粘土と変化する。Ⅳ層下部ｂ-２層はⅤ層上面を覆

うが、全面を覆うわけでなく一部に留まっており、続

いて堆積するⅣ層下部ｂ-１層がⅣ層下部ｂ-２層と

合わせてⅤ層全面を覆う。Ⅳ層下部ｂ-１層下部とⅣ

層下部ｂ-２層下部のⅤ層上面には平面的に連続する

水田面が広がっており、全く変化なく検出できたこ

とから両者は極めて近い時期の洪水砂層である可能

性が高い。遺物はⅣ層下部ｂ-２層にわずかながら含

まれるが、Ⅳ層下部ｂ-１層は皆無に近い。Ⅳ層下部

ｂ-１層から出土した希少な遺物は、Ⅳ層下部ｂ-２

層以下と同様に縄文晩期の突帯文系土器と弥生時代

前期の遠賀川系土器のみである。突帯文系土器は馬

見塚式（4)（以下省略）、遠賀川系土器は金剛坂遺跡

ＳＫ57（5)（以下省略）と並行する時期に限定される。

c層 Ⅴ層は弥生時代前期の耕作土層とその母層で

ある。

Ⅴ上層ａ-１層は、Ⅴ上層ａ-２層にシルト質細砂

がブロック状に混じった層である。調査区北壁の断

面にて部分的にしか確認することができなかったが、

Ⅴ上層ａ-２層から崩落したような形状でみられた。



－ 18 －

第
９
図
　
Ｍ
列
下
層
確
認
ト
レ
ン
チ
土
層
断
面
図
（
１
：
1
0
0
）

Ⅴ上層ａ-２層はＳＤ41の位置する調査区中央部

での堆積が厚く、土質はＳＤ41を境に北にはシルト

質細砂～シルト質粘土へと、南には細砂質シルトへ

と細かく変化する土壌化層である。弥生時代前期上

層耕作土層であるが、この層序に伴う遺構に枝番を

ふっており、個別の遺構を指す場合にのみ枝番を出

すことにする。Ⅴ上層ａ-２-１層は畦畔、Ⅴ上層ａ-

２-２層は大畦畔、Ⅴ上層ａ-２-３層は土堤、Ⅴ上層

ａ-２-４層は耕作土そのもののみを指す。

Ⅴ上層ｂ-１層は、ＳＤ41から遠ざかるほど堆積

物の粒度が細かくなっており、中央トレンチ３～７

ｍ付近では粘質シルト、北壁ではシルト質粘土へと

変化がみられた。Ⅴ上層ｂ-２層はⅤ下層ａ-２層か

らの崩落土と細砂が混じっていた。つまりⅤ上層ｂ-

１層とⅤ上層ｂ-２層はⅤ下層ではみられなかった土

壌が堆積しており、その土壌はＳＤ41との位置関係

で変化する。Ⅴ下層ａ層上面に堆積した洪水砂層で

あることからⅤ上層に含めて扱う。また、同一の洪

水砂層としてｂ層とし、さらに枝番をつけた。

Ⅴ下層ａ層はシルト質粘土～粘土であり、土壌化

層である。Ⅴ最下層ａ'層を母層とする弥生時代前期

下層耕作土層であるが、平面的にＫグリッド以西で

は母層であるⅤ最下層ａ'層にはみられない黄褐色粘

土粒子の混じる特徴がある。Ⅴ上層ａ-２層と同様に

この層序に伴う遺構に枝番をふっており、個別の遺

構を指す場合にのみ枝番を出すことにする。Ⅴ下層

ａ-１層はＳＤ44土堤、Ⅴ下層ａ-２層はＳＤ41土堤、

Ⅴ下層ａ-３層は耕作土そのものを指す。前述の黄褐

色粘土は、Ⅴ下層ａ-１層・Ⅴ下層ａ-２層では盛り

上げられていた。また、Ⅴ下層ａ-３層では細かく撹

拌された状態でみられ、ＳＤ41に隣接するほどその

量は多かった。また、この層序の上面では畦畔状の

隆起を確認しているが、耕作土との分層が不鮮明で

あったために番号はつけていない。

Ⅴ上層ａ'層は、調査区東壁のⅣ層下部ｂ-１層下

面にみられる層序である。土質は粘性が強く、下層

耕作土層に近い印象を受けたが、調査区北東部では

母層である後述のⅤ最下層ａ'層そのものに砂質が混

じっているために識別しにくく、極めてⅤ上層と下

層の細分が困難だった。Ⅴ上層ａ'層上面では畦畔や

ＳＤ57がみられ、ＳＤ41土堤が築かれている。これ
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らが、Ⅴ上層上面の他の地点と同様にⅣ層下部ｂ-１

層に覆われている点から、Ⅴ上層ａ'層上面はⅤ上層

ａ層上面とほぼ同一面と考えられる。しかし、時間

的にはⅤ下層との細分ができていないことから、使

用期間が異なる可能性があり、別の名称を与えた。

また、枝番を付しており、Ⅴ上層ａ'-２層は土堤、

Ⅴ上層ａ'-３層は耕作土そのもののみを指す。

遺物はⅤ上層下層ともに、Ⅳ層下部ｂ-１層以下と

同様の突帯文系土器と遠賀川系土器のみの出土であ

り、突帯文系土器は馬見塚式、遠賀川系土器は金剛

坂遺跡ＳＫ57と並行する時期に限定される。

Ⅴ最下層ａ'層は黒～黒褐色粘土層であり、Ⅵａ層

よりは色調が明るく、軽い印象を受けた。調査区北

東部では、粗砂が少量含まれる。Ⅵａ層が漸移的に

二次堆積し、一部撹拌も受けていると考えられる層

である。Ⅴ最下層ａ'層からの出土遺物は縄文土器片

１点のみであり、縄文時代晩期に帰属する遺物の可

能性が高い。西壁15～20ｍ付近のＳＤ41南部では、

中央トレンチでの状況と異なり、不安定でⅤ最下層

ａ'層は確認できなかった。

なお、西壁０～15、25～28、32～40ｍ付近では、

再確認ができなかったために分層できなかったが、

30～32ｍ付近において分層できていることや北壁で

の対応を考慮し断面図ではⅤ上層ａ-２-４層は35～

40ｍ付近の下部を、Ⅵａ層はＳＤ41以北のみ上部を

グラデーションで表現した。

d層 Ⅵａ層は黒色粘土層であり、Ⅶ-１ｂ層の土壌

化層である。いわゆる黒ボク層である。調査区北東

部では数㎝の褐色ブロック（有機物？）が含まれて

いた。堆積時期はⅦ-１ｂ層と同様であり、土壌化が

すすんだ時期はそれ以降となる。

Ⅵａ層上面の地形は、調査区北西部から南東部に

かけてゆるやかに傾斜する。

e層 Ⅶ-１ｂ層は明黄褐色～淡灰色粘土層である。

Ⅶ-２ａ層は粗砂層であり、土壌化していた。Ⅶ-２ｂ

層の上部であり、その土壌化層と考えられる。Ⅶ-１ｂ

層の存在する地点ではⅦ-２ａ層が見られなかった。

これはⅦ-１ｂ層とその土壌化層であるⅥａ層の堆積

土量の多い地点での状況でもあり、Ⅶ-１ｂ層の層厚

の厚い地点では、その上部だけが土壌化し、Ⅶ-１ｂ

層の存在しない部分では、さらにその下部に相当す

るⅦ-２ｂ層まで土壌化が及んだと考えられる。つま

り、Ⅶ-２ａ層はⅥａ層の形成された時期と同時に土

壌化がすすんだ可能性がある。

Ⅶ-２ｂ層は粗砂層で、調査区西部のＳＤ41西ト

レンチおよび調査区南部のＳＥ26断面にて確認した。

Ⅶ-３ｂ層は下層確認トレンチにおいて確認した。

下層確認トレンチの０～５ｍ付近では約10㎝の礫を

含んでおり、礫は角がとれ円摩度の高いものばかり

で、大きさもほぼ均質であった。この礫層は、図版

11でのレベルから数十㎝下げても同様に見られた。

Ⅶ-２ａ層以外はいずれも水性堆積層である。

なお今回の調査では、調査を行ったⅢ～Ⅴ層を中心

としてプラント・オパール分析・ＳＥＭによる炭化物

の分析・花粉分析（寄生虫分析含む）・珪藻分析・種実

同定・Ｃ１４年代測定を実施した。特にⅤ層では、水田

や畠といった食料生産に関連する可能性のある遺構

が確認されたことから、そこで栽培された植物の特

定や植生復原等を目的とした。分析結果は第２分冊

に掲載を予定しているので、合わせて参照されたい。

２　遺構

今回の調査で確認された遺構は、同一面による検

出が困難なために複数面に分けて調査を行った。具

体的には、弥生時代前期の遺構面を２面（弥生時代

前期下層遺構面＝Ⅴ下層ａ層上面・弥生時代前期上

層遺構面＝Ⅴ上層ａ-２層上面）と弥生時代中期～中

世前期遺構面（Ⅳ層上部ａ-１層内～Ⅳ層下部ｂ-１

層上面）に分けて検出した。また調査区南東部の一

部では、中世前期遺構面をさらに上層のⅢｂ層上面

にて検出した。

検出遺構の概略は、遺構一覧表（第６表）に示した。

(1) 弥生時代前期下層遺構面（第10図）

経緯 弥生時代前期の遺構面が存在することについ

ては、弥生時代中期～中世前期遺構面調査中に断面

にて水田畦畔状の遺構などを確認したことで把握さ

れた。水田遺構の場合は、イネのプラント・オパー

ルが一定量検出されることが多いことから、プラン

ト・オパール分析（6）を実施した。その結果イネが

検出され、調査が実施されるに至った。また、分析

者からは乾燥した土地条件を示す傾向が見られるこ
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第６表　遺構一覧表(1)
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第10図　弥生時代前期下層遺構面平面図（１：250）

とから、水田ではなく畠状の土地利用がなされてい

る可能性がある旨のコメントを得た。

しかし、２面の存在を把握するのに時間がかかり、

前期上層遺構面を覆うⅣ層下部ｂ-１層をある程度取

り除いた段階では水田状を呈するという認識しかで

きなかった。その上、Ｆ４グリッドでは耕作溝（い

わゆる中世素掘溝に近い形状だった）を検出したこ

とで水田と耕作溝の関係の理解に苦しんだ。その後、

田!博之氏による水田遺構に関する調査指導を受け

て再度検出したところ、水田面と認識していた層の

直下にも遺構面のあることが明らかとなった。

検出 弥生時代前期下層遺構面は、弥生時代前期上

層の耕作土層（Ⅴ上層ａ-２層）を除去すると、部分

的に自然堆積層（Ⅴ上層ｂ層）が存在していたこと

から、上層遺構面と分層することができた。さてこ

こでは、ＳＤ41北部の畠を中心に具体的に検出時の

状況を記しておく。

ＳＤ41の北部では、後述の上層耕作土層を除去し

ていくと畝立て状の遺構が検出された。最も分層し

やすかったＧ４グリッドの西トレンチ断面では、さ

らさらとした均質の砂が凹み部である耕作溝の埋土

としてみられ、下層耕作土層はもやもやとしており

撹拌されているような印象だった。検出が容易であ

ったのはこの部分だけで、その他の地点では埋土の

土色を一見するだけでは判別できないために、近接

しての土層観察と自身での検出を繰り返すことにな

った。土層観察はこの遺構面での地形の傾斜方向に

近く、ＳＤ41とＳＤ44と直交方向に相当する点から、

中央トレンチと西トレンチを中心に行った。また、

中央トレンチでは断面図（第７図）を作成し、土壌

の試料採取も行った。

Ｉ４～６グリッドでの耕作溝埋土の土質は粘質シ
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ルトであり、上層耕作土層も同粒度であった。さら

には下層耕作土層もシルト質粘土であった。粒度が

近似することから、検出時には道具から伝わってく

る感覚の違いが威力を発揮した。断面での分層時に

は竹串を用い、平面検出には草けずり（ガリ）を用

いた。掘削時には、上層耕作土層が手鍬（手バチ）

で叩くと土が道具にベタッと貼り付きとれないのに

対し、耕作溝の埋土はボロッとほぐれた。耕作溝の

底付近では、やや粗い砂が貼り付いている所があっ

た。これは断面では確認できず、１回の検出の際の

削りでなくなってしまった。また、南側にばかり貼

り付いていた。

最もＳＤ41に隣接するＧ～Ｈ７グリッドでの土質

はシルト質細砂であり、上層耕作土との分層が困難

であった。

これらのことから、耕作溝の埋土は各地点で異な

っており、ＳＤ41から遠ざかるほど細かくなってい

ることがわかる。つまり、下層耕作土層は全体に粘

性の強いシルト質粘土～粘土であったことから、仮

にそれが時間を経て崩落し、耕作溝を埋めた場合、

全面に下層耕作土層に近い土質の土がみられる可能

性が高い。また、土質が異なっていたとしても全面

的に共通する土がみられるはずである。しかし、実

際には全く異なる状況であり、ＳＤ41から遠ざかる

ほど細かくなっている特徴はＳＤ41を氾濫原とする

洪水砂が堆積した際の同時異相の特徴を示す層序と

言える。しかし、耕作溝埋土はラミナが見えず、純

粋な洪水堆積物とは言い難い。この点は、上層耕作

土層は層厚が極めて薄く近接するために生痕等の攪

乱も十分に考えられる。また、底部付近に薄く砂の

貼り付いていた部分が存在していたことからは、畝

立て状の起伏の状態での崩落した自然堆積があった

ともいえる。この層序は断面では確認することがで

きず、基本層序にもいれることができていないが、

仮に番号を付けるとすれば、底付近の部分のみをⅤ

下層に含めておきたい。これらのことを考慮して、

耕作溝埋土は自然堆積層と判断した。

したがって、耕作溝埋土より上位の層位ではじめ

てＳＤ41を氾濫原とする層序が見いだせることにな

る。

土質と地形 下層耕作土層（Ⅴ下層ａ層）は、漸移

的に二次堆積を受けており一部撹拌も行われている

層で有機物を多く含む黒～黒褐色粘土層であるⅤ最

下層ａ'層を母層とする。

地形は、北西方向から南東方向にゆるやかに傾斜

しているが、Ⅵａ層上面でみられた同方向の傾斜の

地形と比較すると、より緩やかになっている。

大溝ＳＤ41（第10・11図・図版４・７） 調査区

の中央部に位置し、幅約4.0ｍ深さ約1.3ｍで円弧状

に巡る。断面形態は基本的にＶ字状であるが、東ト

レンチでは底部が平坦であった。これは該当部分の

溝底部壁面の土質が非常に硬化した土質であったこ

とと関係している可能性が挙げられる。また、溝底

の標高は±10㎝以内に収まっていた。

Ｉ８グリッド付近以東の南壁は、肩部から30㎝程

垂直に近い角度に整えられていた。平面的に幅が整

えられており、また側面の傾斜が急で、さらに後述

の土堤の土壌の特徴から、ＳＤ41は人為的に掘削さ

れたと考えられる。

ＳＤ41土堤 ＳＤ41の両肩部分には、黄褐色粘土お

よび礫が積み上げられていた。平面的にはおおむね

第11図　大溝ＳＤ41西トレンチ断面図（１：80）

第12図　弥生時代前期下層遺構面接合土器
出土地点図（１：500）
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Ｋグリッド以西で黄褐色粘土、Ｌグリッド以東で礫

がみられた。黄褐色粘土はＳＤ41下部付近の壁面で

しか確認することのできないものであり、礫も下層

確認トレンチ０～５ｍ付近でしか確認できないもの

であることから、Ⅶ-１ｂ層の黄褐色粘土あるいは

Ⅶ-３ｂ層の礫が積み上げられていると考えられる。

したがって、ＳＤ41は人為的に掘削された際に供出

した土が土堤状に積み上げられたと考えられる。

なお、Ｇ～Ｉ８グリッドの北方部分では上方に黄

褐色粘土の量が多く含まれており、下方ほど黒かっ

た。また、この黒色の土はふかふかとしており、Ⅴ

最下層ａ'層とは区別することができた。この土色の

変化は黒色から黄褐色へと大溝を掘削した場合の深

度と対応しており、この点からも掘削した際に出た

残土を盛り上げていることがわかる。

土堤内に含まれていた遺物は少量であるが、馬見

塚式の突帯文系土器と金剛坂遺跡ＳＫ57と並行する

時期の遠賀川系土器が出土した。ここから出土の突

帯文系土器２は、ＳＤ41埋土に包含されていた破片

と接合した。この土器はローリングを受けておらず、

遠方から流れているとは考えにくい。

溝ＳＤ44（図版4）・溝ＳＤ46 幅約0.6ｍ深さ約

0.4ｍのしっかりした箱掘状の断面形態に掘削されて

おり、溝底の標高は±８㎝以内に収まる。ＳＤ44の

肩部には、ＳＤ41土堤と同様にⅦ-１ｂ層の黄褐色

粘土が積まれていた。いずれも遺構間の切り合いが

なく、同時期に機能していたと考えられる。また、

ＳＤ46はＳＤ41から分岐していた。調査区北壁断面

でのＳＤ44-５層はラミナがみられ、流水のあった

ことが知られる。また、ＳＤ44-４層は土堤からの

崩落土が混じっていた。中央トレンチでのＳＤ44-

３層はラミナの方向が少なくとも２方向あり、何度

かの流水があったことがわかる。耕作土や土堤との

関係からはⅤ下層の土堤よりは上方に堆積している

もののⅤ上層の大畦畔との関係は明確でなく、帰属

層序がはっきりしない。

畠（巻頭１・図版２・３・８） 〈土質〉下層耕作

土層は粘性の強いシルト質粘土でもやもやとしてお

り、Ⅶ-１ｂ層の黄褐色粘土粒子が混じる。黄褐色粘

土粒子は細かく撹拌されており、ＳＤ41に近いほど

量が多かった。現地での土壌の観察では、炭化物や

焼土などは確認できなかったが、土壌を採取しフロ

ーテーション法（7）により微細遺物の抽出（図版20）

を試みたところ、炭化物は包含されていた。しかし、

量的には特筆するほどの量ではなく焼土等もみられ

なかった。

〈用語〉畝立て状の遺構は上位層により一部削平を

受けていたが、自然堆積層が凹地部を薄く埋積して

おり、遺構の検出を可能にした。具体的には、耕作

土の上面において溝が平行して並ぶ形状で検出され

た。このように、耕作に関連する溝が平行して検出

された場合には、畠の畝間そのものだけでなく耕作

痕と呼ばれる「天地返し」（8）に関連する痕跡などの

可能性も考えられるが、当遺跡においては、畝立て

状遺構の凸部（Ⅴ下層ａ層）が耕作土層であり、凹

部（Ⅴ上層ｂ-１層）が自然堆積層であることから、

耕作土層の上面で検出している点で、上層遺構面に

伴う天地返しに関連する耕作痕の可能性は否定され

る。

しかし佐藤甲二氏は、「畝間は平坦なものであっ

て、耕作痕のように溝状にならず、畝は水田畦畔同

様、盛り上がりとして検出される。」（9）とされてい

る。畝間が窪む形状は例外的なようであるが、耕作

土層上面で検出された点と耕作土層の上部が削平を

受けている点、さらには検出の際に削りすぎている

可能性もあるという点を重視して、ここでは耕作溝

を畠の畝間として扱うことにする。また、耕作溝間

は畠の畝とみなされ、上部が削平されている点から

畝の下半部として扱うことにする。

さてここで、畠の形態を記録する方法を整理する

ことにする。畠そのものは人間が耕した痕跡であり、

畝立ての形態をとる畠において、畝は人間が土を盛

り上げた痕跡である。また、畝と畝の間の畝間も畝

を作る際に掘られた痕跡である。すなわち全てが人

為痕跡であり、記録する対象物に相違ない。土質や

形態のみから畠として特定することは極めて困難で

あるが、畠状遺構の場合に推定される過去の人間の

最終目的として食料生産をあげることができる。畠

を食料生産のための遺構と仮定した場合には、作物

の植えられた位置（畝床）や人為的に作物をつくる

ために土を耕すという点から耕作土層の形態を記録

するべきと考えられ、当遺跡の場合はそれが畝の高
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まり部分に相当する。しかし、ここでは上部が削平

を受けており、明確に範囲を計測することが困難な

ために畝間で記述をすすめることにする。

〈形態〉検出面での畝間は、長さ約0.8～1.5ｍ、幅

25～40㎝、深さは残存状況のよい地点で約10㎝で

ある。断面の形態は、角張らずにゆるやかに窪む。

平面的には、畝間が数本で単位をなし、ＳＤ41・

ＳＤ44と平行に近い方向で並ぶ。畝間の長さは短く、

畝間の途切れる部分は上層遺構面で検出した畦畔の

位置からは外れている。上層遺構面で検出した畦畔

は上層遺構面の最終段階の姿であり、上層遺構面で

耕作が何度も繰り返された場合には、別の位置にそ

の間の畦畔が存在していた可能性もあることから、

上層遺構面での耕作により畝間が乱されていること

も想定した。しかし、そもそも畝間の途切れる部分

が残っており、畝間の方がそれよりも低い高さに位

置していることから、低い方が乱されるとは考えに

くい。

なお、検出面での畝の下半部幅は25～55㎝であり、

畝間とほぼ同規模である。

土堤の下には畝立ては認められないことから、土

堤と畝立てが共存していることは明らかであり、土

堤が畠の区画をなしていたということができる。

畝立ての単位はＳＤ44の南北で異なり、溝が区画

としても機能していたといえる。また、ＳＤ44の北

部では調査区の境界で単位が異なることから、ここ

にも区画が存在した可能性がある。

〈問題点〉この遺構面では全ての遺構を検出するこ

とができなかった。調査担当自身の経験不足やタイ

ムリミットは否めないが、それだけではない要因の

可能性もあることから、畠に関連する各地点での検

出状況を記しておく。

Ｆ４～５グリッドでは上層遺構面を検出した後、

それを除去し下層検出を試みた。西壁断面での対応

をみることができず、西トレンチの断面でも耕作溝

を検出できなかった。平面だけで検出作業を行った

が分からなかった。

Ｆ～Ｇ６グリッドでは、上層耕作土層を除去後、

下層遺構面を捉えるのに時間がかかった。それは、

結果的に西トレンチ断面部分がちょうど畝間のない

部分に相当していたことで断面で畝間を検出できな

かったことと西壁部分での対応を平面検出時に確認

できなかったことによる。この部分は、時間的に掘

削できなかったために、検出ラインのみを記録して

いる。

また、断面検出は畝間と直交する方向では行いや

すかったが、同方向に近い北壁の０～18ｍ付近や28

～40ｍ付近では困難だった。これらの地点では上層

耕作土層下面としている起伏が畝間部分に相当して

いることも考えられる。また、18～28ｍ付近では上

層耕作土層がほとんどないような分層をしている

が、これについては本来は存在しているにもかかわ

らず、時間的に分層を修正できなかったためである。

円形土坑（第10・13図・図版２） Ｈ４グリッドに

て、３カ所の土坑を確認した。径約30～40㎝深さ約

５㎝の規模で、半球状に掘り込んでおり、畝間と同

様の自然堆積層で埋積されていた。土壌の乾燥中に

は下層耕作土層（Ⅴ下層a層）よりも土坑埋土の方

がザラザラしていて乾燥が早く、その点は上層耕作

土層（Ⅴ上層ａ-２層）に近い印象を受けた。

水田（第14図・図版10） 〈検出〉ＳＤ41南部で

は、弥生時代前期の上層耕作土層であるⅤ上層ａ-２

層を除去した際に下層畦畔に沿って上層耕作土と下

層耕作土の間には砂が見られたので、水田畦畔を検

出することができた。この砂は検出のための１回の

削りでなくなってしまうほどの厚さしかなかった。

〈土質〉水田の耕作土（Ⅴ下層ａ-３層）はⅤ最下層

ａ'層を母層とする土壌化層であり、黒褐色シルト質

粘土に細かいⅦ-１ｂ層の黄褐色粘土粒子が少量混じ

る。南へ行くほどに、粘土粒子の量は少なくなった。

なお、耕作土層は土堤（Ⅴ下層ａ-２層）よりも溝の

内側に少しのびていた。

〈形態〉平面的には、Ｇ～Ｈ10グリッド付近の一部

でしか検出することができなかった。畦畔は幅40㎝

高さ１㎝の形状のみを確認した。後述の埋納土器の

出土状況から、上層の耕作により畦畔と土器の上部

第13図　円形土坑Ｈ４pit１断面図（１：40）
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が削平されたとみられる。

断面では、調査区西壁および中央トレンチで畦畔

の存在を確認している。特にＩ11グリッドにおいて

は、本来の畦畔が下部層序においても転写されて残

存する疑似畦畔Ｂ（10）（以下省略）がⅤ最下層ａ'層

上面に存在していたので、これを目印に断面を精査

して畦畔を確認した。また、Ｇグリッドでの西トレ

ンチにおいても平面検出した畦畔より南にも畦畔が

存在することを確認したが、これは記録をとること

ができなかった。この２カ所の畦畔の存在によって、

ＳＤ41南部において長軸方向の畦畔が２列以上存在

していたことがわかる。

なお、調査期間の都合で上層遺構面の水田畦畔だ

けを残して上層耕作土層を除去し、下層畦畔を検出

した。写真記録では同時に上下層の畦畔がみえるた

めに誤解を招く表現になっているが、本来は同時に

検出されたものでない。

〈水口〉ＳＤ41南部において、土堤の途切れる部分

を３カ所確認した。

〈埋納土器〉畦畔から壺底部（6）が出土した。この

土器の割れ口は古く、上層耕作土の及ぶ高さで水平

に欠損していることから、上層の耕作により畦畔と

土器の上部が削平されたとみられる。なお、この土

器は正立に近い状態で欠損しており、畦畔に埋納さ

れていたことが考えられる。

時期 当遺構面においては、６以外の出土遺物は細

片のみで量的にも稀少である。しかし遺物の時期は、

突帯文系土器が馬見塚式、遠賀川系土器が金剛坂遺

跡ＳＫ57と並行する時期に限定される。

(2) 弥生時代前期上層遺構面（第16図）

層序 弥生時代前期上層遺構面（Ⅴ上層ａ-２層上面）

は、ＳＤ41最上層であるⅣ層下部ｂ-１層およびⅣ

層下部ｂ-２層で全体が覆われていた。Ⅳ層下部ｂ-

１層は粗砂まじり細砂で、ＳＤ41から南北へ粒度が

少し細かくなる。また、堆積土量もＳＤ41付近が最

も厚く、遠ざかるほど薄い。遺物はほとんど包含さ

れておらず稀少であるが、馬見塚式の突帯文系土器

と金剛坂ＳＫ57出土土器と並行する時期の遠賀川系

土器が出土している。

また部分的には、Ⅳ層下部ｂ-１層と上層耕作土層

との間に薄くⅣ層下部ｂ-２層が見られたが、同層下

において検出された水田とⅣ層下部ｂ-１層下におい

て検出された水田は一連のものであり、特に変化な

く検出されたことから、この二層は極めて近い時期

の洪水砂層と考えられる。Ⅳ層下部ｂ-２層もＳＤ

41から流出しており、東壁では北部へ、中央トレン

チでは南部へと流出していることを確認している。

粒度は礫まじり粗砂～粘質シルトへと変化してお

り、Ⅳ層下部ｂ-１層と比較すると変化が激しい。ま

た、ＳＤ41南部の中央トレンチ23m付近では、北か

ら南へとⅤ上層ａ-２層を巻き上げていた。

この層は粒度の変化が激しいために層相の把握が

遅れ、出土遺物も一部を除くとⅣ層下部ｂ-１層とま

とめて上げざるを得なかった。調査時の印象では、

遺物を包含するのは高さ的に下方であり、上層耕作

土層であるⅤ上層ａ-２層から数㎝浮いた状態でしか

出土しなかった。遺物は稀少であるが、遺物番号41

はＳＤ41とⅣ層下部ｂ-１層・Ⅳ層下部ｂ-２層から

出土した土器が接合した。また、遺物番号14・43は

第14図　畦畔内土器出土状況図（１：40）

第15図　弥生時代前期上層遺構面接合土器
出土地点図（１：500）
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Ⅳ層下部ｂ-１層・Ⅳ層下部ｂ-２層でＳＤ41を隔て

て南北で出土したものが接合した。時期的には、馬

見塚式の突帯文系土器と金剛坂ＳＫ57出土土器と並

行する時期の遠賀川系土器が出土している。

Ⅴ上層ａ-１層は、調査区北壁の一部で上層畦畔

（Ⅴ上層ａ-２-１）と上層耕作土層（Ⅴ上層ａ-２-４

層）を覆うような形で確認した。この層は平面検出

で確認できていないが、「上層耕作土にシルト質細

砂ブロックがまじる」と記録しており、Ⅴ上層ａ-２

層（上層畦畔と上層耕作土層）が崩れる過程を示す

層序と考えられる。また、Ⅴ上層ａ-２層上面がⅣ層

下部ｂ-１層およびⅣ層下部ｂ-２層の洪水砂に覆わ

れるまでの時間を示していると考えられる。

検出 遺構面を把握した根拠を明確にするために、

検出した際の検出過程を詳細に記しておく。

まず、上層遺構面の検出中には中央トレンチ西側

のＧ～Ｉ６グリッドにおいて、まるで縦横無尽の遺

構の切り合いのようなものがみられた。このうちで

最も新しい遺構が水田畦畔であり、それに切られる

形で、畠の耕作溝が見えていると判断していた（上

層遺構面を削りすぎて疑似畦畔が残っている可能性

を想定していた）ため、まずは水田の検出を行うこ

とにした。

次に検出した北部のＧ～Ｉ・４～５グリッドで

は、上層遺構面を再び検出したところ、遺構の可能

性のあるものは水田畦畔しか見られなかった。検出

時に南から北へと削るとスムーズに削れ、ガリの刃

が引っ掛かることから、畦畔を検出することができ

た。逆に北から南へ削った場合には、土が逆立って

削れなかった。何度か繰り返すと、全体に粘性が強

くなった。このグリッドでは、畦畔が北壁断面でも

確認されたことから、調査の検出面は畦の下方でし

第16図　弥生時代前期上層遺構面平面図（１：250）



か検出できていないこともわかった。

このようにして上層遺構面の平面検出を行った。

その後、Ｇ４グリッドの西トレンチ断面では、下層

の耕作溝にさらさらの砂が入っており見やすいこと

から、これを目印に全体を下げていくが、上層耕作

土層は想像していた以上に粘性が強く、まるで貼り

付いているようだった。上層耕作土層が残っている

ようなので、断面を再精査しながら平面を削って高

さを確認しながら下層の検出を行う。この作業によ

って、上層耕作土層がわずか数㎝ながら残っていた

ことが分かった。

なお、北西端の一部では調査指導を受ける以前に

耕作溝を検出していた。耕作溝は埋土がさらさらと

した均質の砂であったことからこの部分だけは容易

に検出できた。そこで、もう一度同じ平面レベルで

再検出すると、畦畔が検出された。水田１（第17図）

の西畦畔と水田１と水田２の間の畦畔がそれであ

り、これらは断面で確認したⅤ上層ａ-２層上面の畦

畔よりも下方に位置していた。また断面では、水田

１と水田２の間の畦畔の下部に、本来の畦畔が下部

層序においても転写されて残存する疑似畦畔Ｂを確

認できた。それと平面で検出した畦畔の高さが対応

したことから、水田１と２の間ので検出された畦畔

は疑似畦畔Ｂを検出してしまったと考えられる。

Ｇ～Ｉ６グリッドでは、上層水田畦畔を除去後に

水田面を再検出したところ、耕作溝状のざらざらと

した埋土はすぐになくなった。断面で確認していた

耕作溝底の高さと異なることから、再度断面を精査

したところ耕作溝の入るラインが上層耕作土層より

も低いことが分かった。また、断面をみながら平面

検出をすると対応した。これにより、この地区でも

北のＧ～Ｉ・４～５グリッドと同様に上層耕作土層

が数㎝残っており、その下に耕作溝があることが分

かった。また、上層耕作土層上面で縦横無尽の切り

合いと錯覚したのは、断面との対応から土圧により

凹凸がついていたものを誤認したと考えられる。

ＳＤ41南部の再検出時には、断面であらかじめ畦

畔を検出していたので、平面で対応する畦畔を目指

して検出した。北から南へガリで削っていくと畦畔

で止まったが、すでにＨ～Ｉ９グリッドでは削りす

ぎた部分があり、そのために土堤から畦畔までの間

をつなげることができなかった。

土質と地形 水田耕作土層（Ⅴ上層ａ-２層）の土質

はＳＤ41に近接する地点でシルト質細砂で、遠ざか

るにつれて粘質シルトへと粒度が細かくなることか

ら、その供給源がＳＤ41であったことが知られる。

水田耕作土層（Ⅴ上層ａ-２層）の土質とⅤ上層ｂ層

の土質を比較すると、各地点ごとの粒度は同様であ

り、水田耕作土層（Ⅴ上層ａ-２層）はⅤ上層ｂ層を

母層とする土壌化層と考えられる。また、ＳＤ41に

近いほど堆積量が厚いために、ＳＤ41の北部の地形

は南西方向から北東方向へのゆるやかな傾斜に変化

し、弥生前期下層遺構面（Ⅴ下層ａ層）上面より平

坦な地形となる。

大溝ＳＤ41 ＳＤ41最上層に包含されている遺物は

極めて少ないが、明確な時期差は認められないこと

から、同型式内に収まる時期に埋没すると考えられ

る。

ＳＤ41土堤 中央トレンチのＳＤ41北部では、下層

遺構面に伴う土堤（Ⅴ下層ａ-２層）とその崩落土

（Ⅴ上層ｂ-２層）を覆うように土が盛り上げられて

いた。南部でも下層遺構面に伴う土堤（Ⅴ下層ａ-２

層）を覆う形で土が盛られていた。上層遺構面に伴

う土堤（Ⅴ上層ａ-２-３層）は砂質度が高い。下層

遺構面の土堤よりも規模が大きくなっており、再度

積み上げられている。

溝ＳＤ44（図版4）・溝ＳＤ46 中央トレンチ断面

および調査区北壁では、ＳＤ44の両肩に畦畔が盛り

上げられていた。粒度は上層耕作土（Ⅴ上層ａ-２-

４層）と同様に、下層耕作土（Ⅴ下層ａ-３層）およ

び下層土堤（Ⅴ下層ａ-１層）と比べ粗くなっている。

調査区北部のＳＤ44-３層は、下層土堤（Ⅴ下層ａ-

２層）からの崩落土の混じっていたＳＤ44-４層の

堆積後に再掘削されている可能性があり、埋土には

ラミナがみられた。ＳＤ44-２層は、畦畔（Ⅴ上層

ａ-２-２層）にかかるように均質な褐灰色シルト層

が堆積していた。埋土に均質なシルトがみられるこ

とから、滞水状態にあったと考えられる。また、畦

畔にかかっていることからⅤ上層ａ-２層よりは後出

といえる。つまり、この段階には下層遺構面におい

て掘削されたＳＤ44はほとんど埋没している。さら

に、Ⅳ層下部ｂ-２層が堆積するまでにＳＤ44-１層
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が堆積している。ＳＤ44-１層は粗砂～細砂と粒度

に差が大きく、明瞭なラミナがみられた。水流に勢

いがあるように考えられる。なお、中央トレンチに

はみられなかった。

水田（第17・18図・巻頭１・図版９・10）

〈土質〉基本的に水田耕作土層（Ⅴ上層ａ-２-４層）

の土質はＳＤ41に近接する地点でシルト質細砂で、

遠ざかるにつれて粘質シルトへと粒度が細かくな

る。ただし、基本層序の部分でも取り上げているが、

調査区東壁のＳＤ41南部でのⅤ上層ａ'層の土質は

粘性が強く、下層耕作土層（Ⅴ下層ａ層）に近い印

象を受けた。

〈畦畔〉Ｇ６グリッドでは畦畔の断面を断ち割って

みたが、ＳＤ44に平行する長軸方向の畦畔と短軸方

向の畦畔を分層することができなかった。ちょうど、

畦畔の部分には石があった。当遺構面での畦畔は、

第17図　弥生時代前期上層水田図（１：250）

第７表　弥生時代前期上層水田一覧表



－ 29 －

基本的に耕作土を盛り上げて作られており、耕作土

層上面と畦畔下面に分層の線を入れることのできる

ことが多かった。一部、分層できていないのは不明

瞭であったためと考えられる。ただし、調査区北壁

32ｍ付近での畦畔（Ⅴ上層ａ-２-１層）は上層耕作

土層（Ⅴ上層ａ-２-４層）に覆われており、この畦

畔だけは他の地点と異なっていた。

〈形態〉ＳＤ41の北部では、それと平行方向に巡る

ＳＤ44ならびに幅約１ｍの長軸方向の大畦畔により

大きく分けられており、その間は幅約40㎝の短軸方

向の畦畔で区画されている。

平面的には疑似畦畔Ｂを検出した水田１・２を合

わせて復原することができた。水田９と10の間の畦

畔は、他の畦畔と比べて耕作土内にめり込んでいる

ようで検出しにくかった。また、水田９・10は面積

が他に比べ狭く半分程度しかないことから、他の畦

畔より古い時期の畦畔を検出してしまったことも考

えられる。

平面検出できた部分の中でも、Ｆ～Ｇ・４～５グ

リッドで耕作土層上面ではなく下層の疑似畦畔Ｂを

検出したり、断面にて確認できる耕作土層の下方で

検出しており、遺構の本来の高さは断面でしか確認

できなかった。

ＳＤ41の南部も、ＳＤ41と同方向の畦畔の規模が

大きいことから、北部と同様に長軸方向の畦畔によ

り区画された間を短軸方向の畦畔で細分している可

能性がある。

平面的には、短軸方向の畦畔は長軸方向の畦畔か

ら南へ３mほどの所で検出できなくなった。中央ト

レンチ断面でも土層が不安定になって分層出来なく

なったことから、後世に攪乱を受けたために検出で

きなかったと考えられる。また、奈良時代の井戸Ｓ

Ｅ26を断ち割った際にも同様であった。この状況は、

おおむねＩ11・12グリッド付近で確認したことにな

るが、この付近だけの部分的な状況であるのか調査

区南部にかけて同様の状態が続いているのかは確認

できていない。

この遺構面では、調査区壁面にて畦畔状の高まり

を数カ所で確認している。さらに、Ｏ11グリッドに

おいては、両肩部分に畦畔を伴う溝ＳＤ57を検出し

た。溝は幅約0.7ｍ深さ10㎝の規模であり、埋土に

はラミナが認められた。これらのことから、調査区

内には水田が広がっていた可能性が高いと考えられ

る。

耕作土内から出土した突帯文系土器14・15は、Ⅳ

層下部ｂ-１層・Ⅳ層下部ｂ-２層出土の破片と接合

した（第15図）。

〈水口〉ＳＤ41南部においては、土堤の途切れる部

分を３カ所確認している。付け替えの痕跡のないこ

とから、下層遺構面の水口を踏襲している可能性も

考えられるが、下層遺構面と分層して検出すること

ができなかったことから詳細はわからなかった。な

お、各水田畦畔の水口も確認できなかった。

時期 上層遺構面の出土遺物は少量の細片しか出土

していないが、時期的には下層遺構面と同型式の遺

物のみが認められ、突帯文系土器が馬見塚式、遠賀

川系土器が金剛坂遺跡ＳＫ57と並行する時期に限定

される。

問題点 地層の堆積状況が類似していたために、Ｓ

Ｄ41とＳＤ44の間では遺構の平面検出ができなかっ

た。Ｇ～Ｈ７グリッドでは再検出すると、Ⅳ層下部

ｂ-１層とⅣ層下部ｂ-２層の粒度が上層耕作土層

（Ⅴ上層ａ-２層）と類似していたために層相を把握

できずに下げすぎていた。中央トレンチ断面ではＳ

Ｄ41の土堤とＳＤ44肩部の畦畔が確認できている。

Ｆ～Ｇ７グリッドでも平面的には同様である。西

壁断面図の原図は、ＳＤ44南部と北部での層序が食

い違っており、南部は平面レベルとも対応していな

かった。平面レベルとの対応からすると、１層ずつ

下げて考えた方が対応しやすく、北部での層序とも

一致する。このように、１層繰り下げて考えた場合

には、ＳＤ44上層部の取り扱いが問題となるが、Ｓ

Ｄ44掘削時に認識していた上層は深さがわずか５㎝

程度で細かい粒度の漸移的な堆積層であったことか

らすれば、ＳＤ44下層として分層している中の上部

第18図　水田畦畔断面図（１：40）
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がそれに対応していると考えてもおかしくない。こ

れらの点から問題の層序は１層ずつ下げた方が理解

しやすいために、修正して報告することにした。

Ｆ４・Ｆ５・Ｇ４・Ｋ13地点では、平面検出以前

に試料採取を実施している。その時点ではⅤ上層～

Ⅵａ層の４層を２層に分層し、その上下あるいは上

方のみを採取していた。

水田１部分では断面図作成時に上層耕作土層と下

層耕作土層の分層ができず、北壁断面図ではⅤ下層

ａ-３層という表現になっている。調査の最終段階ま

で分層ができなかった点ではⅤ上層ｂ層の堆積のな

かった可能性も考えられるが、平面検出時には耕作

溝にさらさらとした均質の埋土が入っている点を確

認していることから、下層の耕作土と上層の耕作土

の間に自然堆積のあったことがわかる。また、疑似

畦畔Ｂによる検出は調査ミスで検出レベルを下げす

ぎたために生じたことであり、本来の上層耕作土層

は断面での高さから残存していたと判断できる。し

たがって、Ｆ４地点のⅤ下層ａ-３層（11）は上層耕作

土層の可能性が高いので、断面図ではグラデーショ

ンで表現した。ただ、この地点での層厚は極めて薄

いことから、Ⅴ上層ｂ層の堆積が少ないことには相

違なく、上下層に分層することのできたＡＢＣＤの

各地点の上層耕作土層と耕作に使用している時間の

異なる可能性も考えられる。

Ｆ５地点は、試料採取時の記録により各層の上方

で採取していることや平面検出時の高さの対応から

試料採取した土壌はⅤ上層ａ-２-４層とⅤ最下層ａ'

層に相当する可能性が高い。

Ｇ４地点は、試料採取時の記録により各層の上方

で採取していることからⅤ上層ａ-２-４層とⅤ最下

層ａ'層に相当する可能性が高い。

調査区南部のＫ13地点は、調査区中央部から連続

して層序を把握できず、試料採取地点での検証を行

えなかった。

弥生時代前期上層遺構面として、Ⅴ上層ａ-２層上

面を検出したが、Ⅴ上層ａ-１層をわずかばかりでは

あるが断面で確認しており、これはⅤ上層ａ-２層

（上層畦畔と上層耕作土層）が崩れる過程を示す層

序と考えられる。したがって、Ⅴ上層ａ-２層上面が

Ⅳ層下部ｂ-１層およびⅣ層下部ｂ-２層の洪水砂に

覆われるまでに時間があり、平面検出できたのはⅤ

上層の最後の水田プランにすぎない。

(3) 弥生時代前期の遺構等

帰属時期の特定できない遺構等をまとめておく。

ＳＤ41有機物層（第19図・図版７） 調査区東部の

Ｎ～Ｏ６グリッドの東部トレンチにおいて、SD41

底部付近で灰色粘土層（粗砂含む）がみられた。こ

の層には有機物が残存していたために、一部を水洗

した。その結果、植物の種子や葉が包含されている

ことが確認されたため、タッパー（35×30×10㎝）

１個分を切り取り分析試料として採取した。採取し

た分析試料からは、花粉分析（寄生虫分析含む）・

珪藻分析・種実同定・Ｃ１４年代測定を実施した。

また、下層確認トレンチでＳＤ41を断ち割った際

にも有機物包含層の存在を確認したが、Ｉ８～Ｌ７

グリッドと西部トレンチでは確認できなかった。

耕起痕等の小穴（第20・21図・図版８・11） 第

20・21図は上層遺構面の検出中に図化を行った。図

化作業時には、２面の遺構面の存在を把握できてい

なかったため、結果的に一部では下層遺構面を削り

すぎたレベルでの図化となっている。しかし、図化

作業直後に遺構面を把握できたため、図化時点の層

序を意識し製図は２枚に分けることにした。

下層遺構面において、Ｈ６グリッドでは長方形の

小穴が帯状に延びる所（図版８）が存在した。埋土

は粗砂を含むことから直上のⅤ上層ｂ-１層や上層耕

作土層（Ⅴ上層ａ-２層）ではなく、より上方からの

埋土と認識した。また、当遺構面での確認となった

が、現地調査時には本来は上層遺構面に関連する痕

跡と捉え、上層遺構面の畦畔に伴う耕起痕の可能性

を考えた。しかし実際には、上層遺構面で検出した

畦畔の位置からは外れていた。

図版11は小穴の断ち割り状況である。平面的には

７×13㎝の形状である。断面は長軸を断ち割ったと

ころ、写真の左方が１㎝、右方が５㎝であった。

第19図　大溝ＳＤ41東トレンチ断面図（１：80）
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第24図　溝ＳＤ８平面図（１：200）・断面図（１：40）

(4) 弥生時代中期後葉～中世前期の遺構

ａ弥生時代中期後葉

溝ＳＤ8（第23・24図・図版17） 調査区中央部の

Ⅳ層下部ｂ-１層上面にて検出した。弥生時代前期の

溝ＳＤ41をほぼ踏襲する形で、平面的には円弧状に

巡っている。断面形は逆台形であり、幅約2.1ｍ深さ

約0.42ｍの規模を測る。溝底では、長軸約20㎝強・

短軸約10㎝弱の隅丸の長方形の痕跡が２列に並行し

て検出された。これらは整然と並んでいることや埋

土に差がないことから鋤などによる掘削痕跡と考え

られる。掘削痕跡は砂質部分では判然とせず、粘性の

強いⅤ上層ａ-２層にくい込む部分でのみ検出できた。

時期的には、溝の下方より弥生時代中期後葉のほ

ぼ完形の甕94が出土している点から、中期後葉に掘

削された溝と判断した。なお、古墳時代前期の高杯

95・脚付土器96が上方から出土している点からは、

当該期まで浅い溝状を呈していたと考えられる。

方形周溝墓ＳＸ29（第25～28図・図版17） 調査

区東部のK９～Ｉ10グリッド付近で、Ⅳ層下部ｂ-１

層上面にて検出した。周溝は残存状況の良好な地点

でさえ、深さ約0.2ｍしか残存していなかった。墳丘

部分は東西8.0ｍ（墳丘規模は、周溝の内側法尻の距

離を計測。以下、同様）の周溝である。

遺物は、周溝外側寄りから出土した。いずれも遺

構底面からやや浮いており、検出したⅣ層下部ｂ-１

層上面で土器が欠損していた。特に64は細片となっ

第23図　溝ＳＤ８土器出土状況平面図・断面図（１：20）
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第27図　方形周溝墓ＳＸ29土器出土状況平面図・断面図(2)（１：20）

第25図　方形周溝墓ＳＸ29平面図（１：100）

第26図　方形周溝墓ＳＸ29土器出土状況
平面図・断面図(1)（１：20）

第28図　方形周溝墓ＳＸ29
土器出土状況平面図（１：20）
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て出土した。時期的には、中期後葉の遺物が出土した。

方形周溝墓ＳＸ16（第29～32図・図版16） 調査

区中央部のＩ10～Ｋ12グリッド付近で、Ⅳ層下部

ｂ-１層上面にて検出した。墳丘部分は東西7.1ｍ、

南北6.5ｍの周溝である。墳丘を東西に分割する後世

のＳＤ27を境に東辺と南辺は削平が著しい。

墳丘の中心から西に偏った地点では、大形壺80が

出土した。80は体部下半のみが正立の状態で検出さ

れ、上半部は削平を受けていた。掘方は検出できな

かったが、墳丘上に、正立している点から元位置を

保っていると考えられる。当該期の遺構としては方

形周溝墓と考えられ、墳丘部の土器は大形土器が使

用されている点で主体部の可能性がある。

周溝からは残存状況のよい土器が出土したが、い

ずれも遺構床面からやや浮いた状態で出土してい

る。また、西側の周溝には重複が認められ、分層す

ることができた。

時期的には、中期後葉の遺物が出土した。

方形周溝墓ＳＸ31 調査区南部のＩ～Ｊ13グリッド

付近で、Ⅳ層下部ｂ-１層上面にて検出した。周溝埋

土が一定量の遺物の出土しているＳＸ16やＳＸ29と

類似していることから、一連の方形周溝墓の可能性

が考えられる。

方形周溝墓ＳＸ36 Ｎ～Ｏ10グリッド付近で、Ⅳ層

下部ｂ-１層上面にて検出した。

土坑ＳＫ6（第33図・図版17） Ｈ７グリッド付近

で、Ⅳ層下部ｂ-１層上面にて検出した。遺構掘方の

検出は比較的容易であり、残存状況のよい土器が横

転した状態で出土した。

時期的には、中期後葉の遺物が出土した。

土坑ＳＫ42（第33図・図版17） Ｈ７グリッド付近

で、Ⅳ層下部ｂ-１層上面にて検出した。残存状況の

よい土器が出土した。しかし、ＳＫ6とは異なり遺構

掘方は不鮮明であった。遺物の時期は中期後葉である。

溝ＳＤ49 Ｆ～Ｌ11グリッドで、Ⅳ層下部ｂ-１層

上面にて検出した。深さは浅く、平面的にはＳＸ16

に接続する。埋土からの出土遺物は少ないが、81・

82が出土した。

時期的には、中期後葉の遺物が出土した。

溝ＳＤ34 Ｌ７～Ｍ６グリッド付近で、Ⅳ層下部ｂ-

１層上面にて検出した。
第33図　土坑ＳＫ６・42土器出土状況

平面図・断面図・立面図（１：20）
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第34図　竪穴住居ＳＨ13土器出土状況平面図・断面図（１：50）

第35図　溝ＳＤ５土層断面図（１：100）

第36図　溝ＳＤ27土層断面図（１：100）

埋土が黒褐色の砂質土であった点で、ほかの中期

後葉の埋土と類似する。遺物の出土はないが、層序

や土質の類似性から中期後葉の遺構の可能性があ

る。

ｂ弥生時代後期

竪穴住居ＳＨ12 調査区中央部のI9グリッドで、Ⅳ

層上部ａ-１層下部にて検出した。ＳＸ16・ＳＨ13と

重複し、前者より後出であり、後者よりは前出である。

ｃ古墳時代前期

竪穴住居ＳＨ13（第34図・図版18） 調査区中央

部のＪ９～Ｋ10グリッドで、Ⅳ層上部ａ-１層下部

にて検出した。東西4.3ｍ、4.5ｍを測る。ＳＸ16・

ＳＨ12・ＳＤ27と重複し、前二者よりは後出であり、

後者より先行する。床面には、101が倒立していた。

溝ＳＤ5（第22・35図・図版18） 調査区北部のＦ

６～７グリッドで、Ⅳ層上部ａ-２層下部にて検出し

た。平面的には、緩やかに円弧を描く。また、断面

（第6・35図）にて両肩に土堤を伴うことを確認した。

出土遺物はわずかであるが、下層ではＳ字甕片106

などの古墳時代前期初頭の遺物を包含していた。上

層には初期須恵器や双孔円盤が含まれることから、

古墳時代中期には埋没してわずかに窪む状態になっ

ていたと考えられる。

ｄ古墳時代中期～後期

竪穴住居ＳＨ9 調査区北西部のＨ７～８グリッド

で、Ⅳ層上部ａ-１層内にて検出した。南北3.5ｍの

規模を測る。

溝ＳＤ32 調査区北部のＨ４～５グリッドで、Ⅳ層

上部ａ-２層下部にて検出した。主軸がN66°Ｗの直

線的な溝である。埋土からは109が出土した。

風倒木ＳＫ40 調査区北部のＧ～Ｈ４グリッドで、

Ⅳ層上部ａ-２層下部にて検出した。15㎝下げて検

討したところ、中央部付近に円形の埋土がみられた。

溝ＳＤ27（第22・36図） 調査区南西部から北東

部にかけて、Ｈ13～Ｍ９グリッドでⅢｂ層上面にて

検出した。溝埋土は上下の２層に大別される。調査

区東壁で確認したＳＤ59と同一遺構の可能性があ

る。下層埋土にはほとんど遺物が含まれないが、藤

原宮以前の７世紀後半の瓦が出土した。上層からは、
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陶器椀などの13世紀前半の遺物が少量出土した。

溝ＳＤ37 調査区南西部のＦ～Ｈ13グリッドで、Ⅳ

層上部ａ-１層下部にて検出した。主軸はN54°Eで

ある。新旧関係はＳＤ39より後出であり、ＳＤ11・

25・24より前出である。

溝ＳＤ11（第22図） 調査区南西部のＦ10～Ｇ14

グリッドで、Ⅳ層上部ａ-１層内にて検出した。主軸

はN23°Wである。新旧関係は、ＳＤ24よりは前出

でＳＤ25・37よりは後出である。ラミナの観察され

た下層では遺物の出土を見なかったが、最終的な埋

没段階は上層（ＳＤ11-１層）であり、猿投窯編年

のＫ90型式（12）と推定される灰釉陶器細片が出土し

ていることから９世紀ごろと考えられる。

溝ＳＤ25 調査区南西部のＦ13～Ｈ12グリッドで、

Ⅳ層上部ａ-１層下部にて検出した。主軸はN54°E

である。新旧関係は、ＳＤ39・37より後出で、ＳＤ

11・24より前出である。

時期的には破片であるが、６世紀代と推定される

遺物が出土している。

溝ＳＤ24 調査区南西部のＦ～Ｈ13グリッドで、Ⅳ

層上部ａ-１層下部にて検出した。主軸はN67°Eで

あり、ＳＤ11より後出である。

時期的には、ＭＴ15型式（13）の須恵器杯身が出土

している。

溝ＳＤ51 調査区中央部のＪ～Ｌ９グリッドで、Ⅳ

層下部ｂ-１層内で検出した。ＳＨ13と重複するが、

現地では新旧関係を確認できていない。主軸は

N67°Eである。

柵ＳＡ50 調査区西部のＧ～Ｈ10グリッドで、Ⅳ層

上部ａ-１層下部にて検出した。主軸はN67°Eであ

る。

ｅ奈良時代中期～後期

竪穴住居ＳＨ2（第37図・図版19） 調査区北西部

のＧ７～８グリッドで、Ⅳ層上部ａ-１層内にて検出

した。掘立柱建物ＳＢ19と重複するが、先行する。

床面直上付近から113・114が出土した。時期的に

は、都城編年（14）（以下省略）の平城Ⅱ～Ⅲ期に相当

し、近隣遺跡の編年（15）（雲出島貫遺跡での編年、以

下略）では島貫Ｅ期古相２～中相１に相当する。

竪穴住居ＳＨ18 調査区南西部のＦ～Ｇ10グリッド

第37図　竪穴住居ＳＨ２土器出土状況平面図・断面図（１：50）

で、Ⅳ層上部ａ-１層下部にて検出した。当該グリッ

ドからは、177・181等の都城編年の平城Ⅱ～Ⅲ期

に相当する遺物が出土している。包含層遺物として

取り上げているが、検出時に削り込んでいることか

ら、本来はＳＨ18埋土に包含されていた可能性があ

る。

土器群ＳＺ4（第38図・図版19） 調査区北部のＫ

第38図　土器群ＳＺ４土器出土状況平面図・断面図（１：20）
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７グリッドで、Ⅳ層上部ａ-１層内にて検出した。遺

構の輪郭は不鮮明であり、土坑状に浅く落ち込む。

土器群は、平面的に広がる形で確認された。また、

土器群の下部においては竈の支柱石の可能性のある

立石を確認した。

遺物の器種組成は土師器杯・皿・甕である。時期

的には、都城編年の平城Ⅱ～Ⅲ期に相当し、近隣遺

跡の編年では島貫Ｅ期中相１に相当する。

竈ＳＦ15（第39図） 調査区中央部のＪ10グリッ

ドのⅣ層上部ａ-１層内で検出した。焼土や炭が集中

して認められ、被熱を帯びた土器片141が出土した。

掘立柱建物ＳＢ19（第40図） 調査区北西部のＦ７

～Ｇ８グリッドでⅣ層上部ａ-１層内にて検出した。

東西３間（１間約2.1ｍ）以上南北２間（１間約1.5

ｍ）の東西棟の側柱建物である。主軸はN16°Wで

ある。柱掘形は長方形で、最大のもので一辺約80㎝

程度である。遺物は柱掘方から土師器皿118が出土

している。

時期的には、都城編年の平城Ⅳ～Ⅴ期に相当し、

近隣遺跡の編年では島貫Ｅ期中相３に相当する。

掘立柱建物ＳＢ20（第40図） 調査区中央部のＨ７

～Ｉ８グリッドでⅣ層上部ａ-１層内にて検出した。

東西３間（１間約1.8ｍ）南北２間（北側の１間約

1.8ｍ、南側の１間約1.5ｍ）の東西棟の側柱建物で

ある。主軸はN16°Wである。柱掘形は長方形で、

最大のもので一辺約50㎝程度である。

掘立柱建物ＳＢ21（第40図） 調査区中央部のＪ７

～Ｋ８グリッドでⅣ層上部ａ-１層内にて検出した。

東西３間（１間約1.5ｍ）南北２間（北側の１間約

1.8ｍ、南側の１間約1.5ｍ）の東西棟の側柱建物で

ある。主軸はN16°Wである。柱掘形は長方形で、

最大のもので一辺約50㎝程度である。遺物は土師器

皿117が出土している。

第39図　竈ＳＦ15土器出土状況平面図・断面図（１：40）

第40図　掘立柱建物ＳＢ19・20・21平面図・断面図（１：100）
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時期的には、都城編年の平城Ⅳ～Ⅴ期に相当し、

近隣遺跡の編年では島貫Ｅ期中相３に相当する。

掘立柱建物ＳＢ22（第41図） 調査区中央部のＫ７

～８グリッドでⅣ層上部ａ-１層内にて検出した。東

西３間（東から1.5＋1.5＋2.4ｍ）南北２間（南から

2.1＋2.4ｍ）の東西棟の側柱建物である。主軸は

N13°Wである。柱掘形は長方形で、最大のもので

一辺約40㎝程度である。

溝ＳＤ3 Ｆ～Ｇ７グリッドで、Ⅳ層上部ａ-１層内

にて検出した。

溝ＳＤ7 Ｊ～Ｋグリッドで、Ⅳ層上部ａ-１層内に

て検出した。西端部では南部へ屈折し、不明瞭にな

った。

土器群ＳＺ14（第42図・図版19） 調査区中央部

のＪ～Ｋ10グリッドで、Ⅳ層上部ａ-１層内にて検

出した。ＳＺ4と同様に土器群が平面的に広がって

検出された。土器群下には不整形の土坑が検出され、

支柱石のような立石が埋められていたが、当該期の

遺物は包含されていなかった。

遺物の器種組成は、供膳具が土師器杯・皿・椀・

須恵器杯、煮沸具が土師器甕・鍋である。時期的に

は、都城編年の平城Ⅳ～Ⅴ期に相当し、近隣遺跡の

編年では島貫Ｅ期中相３に相当する。

井戸ＳＥ26（第43図・図版19） 調査区南部のＩ

12グリッドで、Ⅳ層上部ａ-１層下部にて検出した。

掘方はいびつな円形である。井戸枠は確認できなか

ったが、井筒は丸太刳り抜きのものが据えられてい

た。井筒内からはほぼ完存の甕２点（144・145）

が出土した。時期的には、都城編年の平城Ⅴ期、島

貫編年のＥ期中相３に相当する。

土坑ＳＫ48（第８図） 調査区北東部のＯ６グリッ

ドで、Ⅳ層上部ａ-１層下部にて検出した。上下層に

分層でき、下層からは底部の欠損した甕139が出土

した。

ｆ中世前期

ｐｉｔ群 調査区南東部のⅢａ下面にて検出した。

直径約20㎝の円形の柱穴群である。

第41図　掘立柱建物ＳＢ22平面図・断面図（１：100）

第42図　土器群ＳＺ14土器出土状況
平面図・断面図（１：40）

第43図　井戸ＳＥ26平面図・断面図（１：40）
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溝ＳＤ27（第44図） 平面的には、東端で北方へ角

度を大きく振る。調査区の東方ではⅡ-３-１層の粗

砂で満たされていた。Ⅱ-３-１層はＳＤ27の最上層

であり、ＳＤ27の埋土としては東方でしか見られな

かった。 （川崎志乃）
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第44図　溝ＳＤ27平面図（aｂ層上面）（１：200）
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Ⅳ　13工区調査の成果－出土遺物－

１　縄文時代晩期～弥生時代前期の遺物

c最下層ａ'層出土土器（1） １は深鉢の体部片であ

る。外面に下方からと横位のヘラケズリが見られる

ことから、器形の最大径付近に相当すると考えられる。

弥生時代前期下層ＳＤ41土堤（c下層ａ-２層）出土

土器（２～５） ２・３は突帯文系の鉢である。い

ずれも突帯は退化して低く、口縁端部はやや肥厚す

る。２の突帯の下方は、縦位のヘラケズリで仕上げ

られる。４・５は遠賀川系壺である。

弥生時代前期下層畦畔出土土器（6） 6は遠賀川系壺

であり、内外面共にヘラミガキで仕上げられている。

弥生時代前期下層耕作土層（c下層ａ-３層）出土土器

（７～10） ７は粗製鉢である。この時期の伊勢湾

西岸地域での出土は少ない。８～10は遠賀川系壺で

ある。８は頸胴部境を段と沈線で、９はヘラ描き直

線文で区画する。10の口縁端部にはヘラ描き直線文

が巡らされる。

ＳＤ44下層出土土器（11） 11は遠賀川系の壺の

底部である。

弥生時代前期下層畝間（c上層ｂ-１層）出土土器

（12） 12は遠賀川系甕体部である。体部外面には

ハケ調整が残る。横位のヘラ描き直線文の下部には、

２条のヘラ描きにより山形状の施文が施されている。

弥生時代前期上層大畦畔（c上層ａ-２-２層）出土

遺物（13） サヌカイト製の無茎の石鏃である。

弥生時代前期上層耕作土層（c上層ａ-２-４層）出土

遺物（14～16） 土器は、突帯文系の鉢（14）・

深鉢（15）が出土している。14は素文突帯、15は

突帯上に貝殻腹縁による刻目が施文され、突帯下方

には条痕文が見られる。突帯の貼り付け後には、突

帯上方を丁寧になでて仕上げるが、突帯下方は手を

加えられておらずそのままである。

16は緑色岩製の石器片。１面が整形されている。

研磨はみられないが、石材や形態から磨製石斧片の

可能性が考えられる。剥片としての整形はされてい

ない。なお、表面が摩耗しているために使用痕の観

察は不能である。（１）

弥生時代前期上層上面（c上層ａ-２-４層上面）出土

土器（17～19） 17は遠賀川系の壺底部である。

外面には、ハケ調整がわずかに残存する。18は突帯

文系の変容壺である。素文突帯の高さは突出してい

る。19は遠賀川系の壺である。頸胴部境にヘラ描き

直線文が施文される。

ＳＤ44上層出土土器（20） 20は遠賀川系の甕で

ある。ヘラ描き直線文が施されている。

ＳＤ45出土土器（21） 21は遠賀川系の壺である。

外面には、板ナデの痕跡が明瞭に残り、起伏が激しい。

ＳＤ41（ＳＤ８と小地区重複）出土遺物（22～26）

22は突帯文系の深鉢である。23～25は遠賀川系の

壺である。23は口頸部境の接合痕が段となっている。

24は、頸胴部境の段の上にヘラ描き直線文が施され

る。25も口縁端部にヘラ描き直線文が施される。26

はサヌカイト製の無茎石鏃である。

弥生時代前期層（c上層・下層）出土遺物（27）

27は下呂石製の無茎石鏃である。

b層下部ｂ-２層出土遺物（28～33） 28～30は遠

賀川系の壺である。28は、頸胴部境の段の上にヘラ

描き直線文を施し区画する。29は口頸部境をヘラ描

き直線文で区画する。30は、内面に板状工具による

ナデがみられる。31・32は無茎石鏃である。石材は

前者が下呂石製、後者がサヌカイト製である。33は

浮線文系の浅鉢である。胎土は白色を帯びており、

他の土器と比較して異質である。内外面に発色のよ

い赤色顔料がわずかに残存しており、その発色から

は水銀朱が塗布されている可能性が考えられる。

b層下部ｂ-１・２層（ＳＤ41と小地区重複）出土土

器（34・35） 34は遠賀川系の鉢である。口縁部

外面には把手が貼り付けられており、ヘラ描き直線

文が巡らされる。35は遠賀川系の甕である。体部上

端にヘラ描き直線文が施される。

b層下部ｂ-１・２層（ＳＤ41・８と小地区重複）出

土遺物（36～43） 36はサヌカイト製の有茎石鏃

である。37・38は突帯文系の鉢である。口縁部から

やや下がった位置に素文突帯が貼付されている。38

の口縁端部は肥厚する。39・40は遠賀川系の甕であ

る。39は体部上端にヘラ描き直線文が巡らされ、口
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縁端部に細い工具による押圧が刻まれている。40の

体部外面はハケ調整で仕上げられ、体部上端にはヘ

ラ描き直線文が巡らされる。41～43は遠賀川系の壺

である。41は頸胴部境を段で区画する。内外面とも

にハケ調整後ヘラミガキで仕上げられる。42の外面

も、ハケ調整後ヘラミガキで仕上げられる。43は口

頸部境を削り出し、その上にヘラ描き直線文が巡ら

される。頸胴部境と胴部下方は２条のヘラ描き直線

文で区画され、頸部には３条のヘラ描き直線文が８

方向に刻まれる。胴部も３条のヘラ描き直線文で区

画され、その間に有軸木葉文が配される。残存状況

から、12方向に区画されていると推定される。胴部

下方には、２条のヘラ描き直線文で重弧文が配され

る。

b層下部ｂ-１・２層出土土器（44～56） 44～

47・55は突帯文系土器であり、44は深鉢、45・47

は鉢、46は変容壺である。44は口縁端部からやや下

がった位置に素文突帯が貼付され、下方には条痕文

で仕上げられる。口縁端部は肥厚する。45も素文突

帯が貼付されている。55と胎土や焼成が極めて類似

する。55は底部であり、内外面ともにヘラケズリで

仕上げられている。46は変容壺の肩部の突帯片であ

る。突帯上には、貝殻腹縁による刻目が刻まれる。

47は口縁端部に突帯が貼付され、突帯外面ではなく

上方から指による押圧が施される。

48～52・54・56は遠賀川系の壺である。48・50

は頸胴部境をヘラ描き直線文で、49・51は削り出し

後ヘラ描き直線文で区画する。51はさらに刻目を施

す。刻目には細かい点状の痕跡がみられ、施文原体

の形状が残存する。52はヘラ描き直線文で区画し、

その上方を板状工具により羽状に刻み、下方をヘラ

ミガキに類似する沈線を施す。54はハケ調整後ラン

ダムなヘラミガキで仕上げられる。頸胴部境と口縁

端部にはヘラ描き直線文を巡らせる。56は外面に板

状工具によるナデがみられる。

53は遠賀川系の甕である。体部上端にはヘラ描き

直線文が施され、口縁端部には押圧が刻まれる。

包含層出土土器（57～63） 57～60は突帯文系土器

である。57・59は深鉢で条痕文が施される。57は素

文突帯が口縁部直下に貼付される。59は扁平な突帯

が貼付され、貝殻腹縁による刻目が刻まれる。58・

60は鉢であり、58の口縁端部には退化した突帯が貼

付されている。60は口縁部直下に素文突帯が貼付さ

れている。口縁端部は肥厚する。61～63は遠賀川系

の壺である。61は頸胴部境を削り出し後ヘラ描き直

線文で区画する。62は口頸部境に１本単位のヘラ描

き直線文を２条巡らせる。63の内面は摩滅が著しい。

２　弥生時代中期後葉の遺物

中期後葉の遺物はバリエーションに富み、各個体

の調整技法や文様構成が煩雑であることから、調整

技法や各施文毎に下表のような簡単な分類を行い、

それに従って執筆を進める。施文は各特徴から原体

を推定した。

<体部内面調整>

ａ手法　体部内面をナデ消して仕上げる。板状

工具によるナデ痕跡の部分的に残る例もみられ

るが、基本的にはナデ消す。

ｂ手法　体部内面にハケ調整がそのまま残る。

〈体部下半外面調整〉

ａ手法　底部から上方に向かうハケ調整後に、

ヘラミガキを横位に施す。ヘラミガキの施され

るのは体部最大径から下方へ１/３から１/２程

度の幅である。ヘラミガキの単位はランダムで

あり、揃っていない。

ｂ手法　横位のヘラミガキ後に、底部付近に縦

方向のナデが放射状に施される。ヘラミガキの

単位は揃っており、器壁をほぼヘラミガキで埋

める。

施文の特徴（図版33・34）

〈直線文・波状文〉

沈線　１本ずつ施文される。ヘラミガキのよう

な幅で、壁面への食い込みも浅くゆるやかであ

る。

櫛ａ　１本ずつがそれぞれ独立しており、固定

が弱く弾力性がある。

櫛ｂ　１本ずつがそれぞれ独立しているが、隙

間なくしっかりと固定されている。

櫛ｃ１　１本ずつ独立した原体を２～３本まと

めて施文する。（複合櫛描文）

櫛ｃ２　櫛ｂ状の固定のしっかりしたものが同

調整技法（図版34）
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方形周溝墓ＳＸ29出土遺物（64～70） 64～66は

広口壺である。64の体部下半の外面調整はｂ手法、

内面調整もｂ手法（以下、内外面ｂ手法と略する）

である。65・66は体部内外面ともにａ手法。65は

ハケ調整後、沈線文と櫛描直線文により区画され、

体部最大径付近には縦位櫛描直線文・波状文とヘラ

描きの記号文が配置される。櫛描文はしっかりと固

定されているが、個々の歯の痕跡が不鮮明である点

で櫛ｂの他の例と異なる。しかし端部は不揃いであ

り、板状工具や貝殻腹縁の可能性は考えにくい。斜

格子文と記号文はシャープなヘラ状工具が用いられ

ている。記号文は、縦位３個ずつが２方向に見られ

る。口縁端部と頸部には貝ａによる押圧が刻まれて

おり、口縁部内面と頸部には棒状浮文を貼付し、そ

の上に板状工具による押圧を刻む。頸部の隆起は外

面からは目立たないが、内面には明瞭に痕跡が残る。

67・68は細頸壺である。67の口縁部は凹線文が

見られる。68は体部内外面ともにａ手法。頸部が隆

起する。櫛描直線文は櫛ａによる。

69は台付甕である。脚台端部に面取りを施す。

70は砂岩製の砥石である。

方形周溝墓ＳＸ16出土土器（71～80） 71・72・

77・78・79は細頸壺である。71・72は体部内外面

ともにｂ手法。71の櫛描文と体部上半の直線文は櫛

ｃ２、簾状文と波状文は櫛ｂによる。72の櫛描文は

体部上半が櫛ｃ２、頸部の簾状文から口縁部までは

櫛ｂと使い分けられている。体部下半には焼成後穿

孔されている。73は短頸壺である。体部内外面とも

にｂ手法。体部上半は丁寧なナデで仕上げられてい

る。口縁部はシャープな凹線文で仕上げられる。74

は太頸壺である。体部内外面ともにａ手法。頸部か

ら体部上半は沈線文が施され、口縁端部の下方には

指による押圧が刻まれている。体部外面には籠目の

痕跡が残存しており、体部内面の下方は器壁の剥離

が著しい。75は広口壺である。ヘラ描きの斜格子文

を施文後に板状工具による直線文で区画する。瘤状

突起は3個1単位で４方向の施文と推定される。施文

時の爪痕跡が明瞭に残る。76は体部内外面ともにａ

手法。頸部の隆起は内面に明瞭に残る。77は体部内

外面ともにａ手法。櫛描直線文は櫛ｃ１により、縦

位の後横位に施される。口縁部と頸部には板状工具

による刺突文が刻まれ、口縁部には棒状浮文も施さ

れる。78は体部内外面ともにａ手法。外面はハケ調

整で仕上げられる。体部下半には焼成後穿孔されて

いる。79の体部下半の外面調整はハケ調整のみ。内

面はａ手法。加飾の施文工具はすべて同一工具であ

り、刺突文が個々わずかに独立していないことから、

相当木目の浮き出た板状工具と判断した。波状文は

上下の振幅が均一ではなく、厳密には連弧文が連続

するという点から複合連弧文と称すべき文様であ

る。底部は凹み底状を呈する。80の体部下半の外面

調整はヘラミガキのみ。内面はｂ手法。櫛描直線文

と波状文は櫛ｂ、斜格子文は櫛ｃ１による。

溝ＳＤ49出土土器（81・82） 81は粗製の高杯。

内外面ともにハケ調整で仕上げられる。82は広口壺。

体部内外面ともにａ手法。斜格子文はヘラ、櫛描文

時に２～３単位ずつ施文されている。（複合櫛

描文）

板状工具　木口がみられることから、板状工具

とみなされる。

〈簾状文〉

櫛ｂ　直線文・波状文と同様。

〈斜格子文〉

ヘラ　先端部の鋭利なヘラ状の工具。１本ずつ

施文される。

櫛ｃ1 １本ずつ独立した原体を２本ずつ固定

しまとめて施文する。（複合櫛描文）

〈刺突文〉

貝ａ　二枚貝の貝殻腹縁による施文。

貝ｂ　二枚貝の貝殻腹縁による施文。

櫛ｂ　直線文・波状文・簾状文と同様の原体。

これにより、施文原体の端部が円管状であるこ

とが分かる。

板状工具　木口の木目が観察できる。

〈浮文等〉

瘤状突起　粘土塊を貼付し、指で整形し突出さ

せる。爪痕跡がよく残る例が多い。

棒状浮文　棒状の浮文の上に刻目を施す。

円形浮文　円形の浮文の上に竹管文を施す。

竹管文　直接、竹管文を施す。



は櫛ａ、刺突文は貝ｂによる。口縁部内面には、竹

管文が３個１単位で施文される。

土坑ＳＫ6出土土器（83～85） 83は細頸壺である。

体部調整は内外面ともにｂ手法。体部上半は丁寧に

ナデ消すが、頸部には上向きのハケメが残る。また

口縁部には、強い横ナデがみられる。84は内外面と

もにａ手法。櫛描直線文は櫛ｃ１により、縦位の直

線文は５方向に配置される。85はいわゆる大和型甕

である。器壁は極めて薄く、底部は上げ底に持ち上

がっている。体部外面はナナメ方向、横方向のハケ

調整の後に、下半部の上向きのハケ調整で仕上げら

れている。口縁部内面にはハケ調整が残り、端部に

は板状工具による押圧が上下２段に刻まれている。

内面調整はａ手法である。

土坑ＳＫ42出土土器（86・87） 86は広口壺であ

る。体部調整は内外面ともにｂ手法。櫛描文は櫛ｂ

で、最大径部に沈線文が1本のみ刻まれる。87は細

頸壺である。体部調整は内外面ともにｂ手法。櫛描

直線文は櫛ｃ２であるが、簾状文・波状文・刺突文

は櫛ｂが用いられている。

溝ＳＤ8出土遺物（88～98） 88・91は広口壺であ

る。88は体部調整は外面はｂ手法、内面はａ手法で

ある。体部外面は頸部を中心にナデ消されるが、ハ

ケ調整が残る。体部下半には焼成後穿孔されている。

91はヘラ描きの斜格子文と櫛ａによる直線文が施文

される。口縁部内面には、瘤状突起が均等に配置さ

れており、12方向と推定される。頸部の隆起は明瞭

である。92は記号文がヘラ状工具により刻まれてい

る。内面調整はａ手法。93の外面はハケ調整のみ、

内面手法はａ手法である。記号文がヘラ状工具によ

り刻まれている。94の底部には焼成前に穿孔されて

おり、甑として使われている。体部外面は、ハケ調

整後板状工具によりナデられている。内面の下半部

には炭化物が付着しており、３㎜程度の粒状の剥離

痕が観察できる。95は有稜高杯である。杯端部は肥

厚する。脚部には３方向の透孔が穿たれており、そ

の上部には形骸化した櫛描直線文が施文される。96

は脚付土器の杯部と考えられる。97は台付甕脚台部。

98はサヌカイト製無茎石鏃である。

３　弥生時代後期～古墳時代前期の遺物

竪穴住居ＳＨ12出土遺物（99・100） 99は高杯脚

部である。脚の形状や透孔が比較的高い位置に穿た

れている点および櫛描直線文が２単位施文されてい

る点から、同じ雲出川下流域の雲出島貫遺跡の時期

区分（２）では、おおむね島貫ＣⅡ期古相に相当する

と考えられる。100は敲石であり、中央部に弱い敲

打痕がみられる。

竪穴住居ＳＨ13出土土器（101～104） 101・102

は土師器壺。ハケ調整仕上げの短頸壺である。103

はＳ字状口縁台付甕であり、口縁部にしっかりとし

た面を残し外面を定型化したハケ調整で仕上げる点

から、Ｂ類に相当する。104は有稜高杯である。時

期的には、Ｓ字甕Ｂ類および短脚化した有稜高杯が

出土していることから、島貫ＣⅢ期古相に相当する。

溝ＳＤ5下層出土土器（105・106） 105は土師器

壺である。106はＳ字状口縁台付甕の脚台部である。

脚裾部内面の折り返しがない。脚裾の形態からはＡ

類以前に相当し、おおむね島貫ＣⅡ期に相当する。

４　古墳時代中期～中世前期の遺物

溝ＳＤ5上層出土遺物（107・108） 107は初期須

恵器の甕である。焼成は堅緻であるが、色調は橙色

である。外面には縄目タタキ後ハケメが、内面には

ハケ調整がみられる。108は滑石製双孔円板である。

溝ＳＤ32出土土器（109） 109は土師器高杯と考

えられる。頸部がくびれており、類をみない形状で

あるが、脚部の欠損している点や杯部の接合痕など

が古墳時代前期後半から中期にかけての高杯と類似

する。

溝ＳＤ24出土土器（110） 須恵器杯身である。体

部の１/２程度にヘラケズリが施される。陶邑編年

ＭＴ15型式（３）に並行する。

溝ＳＤ25出土土器（111・112） 111は形骸化し

ているＳ字甕のＥ類である。112は須恵器甕である。

竪穴住居ＳＨ2出土土器（113～115） 113・114

は土師器杯である。113は口縁端部は内面に向かっ

て肥厚する。内面には暗文が施されている精製品で

ある。114は外面に指押さえが残る。115は土師器

杯あるいは皿であり、外面に墨書が記されている。

時期的には、杯の口縁端部の肥厚やヘラミガキなど

から、都城編年の平城Ⅱ～Ⅲ期（４）に、近隣の遺跡
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の編年では島貫Ｅ期古相２～中相１（５）に相当する。

竪穴住居ＳＨ18出土土器（116） 116は志摩式製

塩土器である。概ね奈良時代とみられる。

掘立柱建物ＳＢ21出土土器（117） 117は土師器

皿である。口縁端部は面状をなす。内外面ともにヘ

ラミガキで仕上げられている精製品である。

掘立柱建物ＳＢ19掘方出土土器（118） 118は土

師器皿である。精製品であるが、底部内外面の広範

囲に黒斑がみられる。

掘立柱建物ＳＢ19出土土器（119・120） 119は

土師器杯である。底部内外面の広範囲に黒斑がみら

れる。120は土師器甕。口縁部は内弯する。

土器群ＳＺ4出土土器（121～130） 121～124・

126は土師器杯である。121・122・124は精製品で

あり、口縁端部が内面に向かって肥厚する。121の

底部には、細いヘラ描きが３本見られる。124の底

部外面には、「知」と墨書されていた。123・126は

粗製の杯である。126の外面には指押さえ痕が残る。

125は土師器皿である。内面に暗文が施されている

精製品。127は把手付鉢。内外面ハケ調整で、内面

の下半部をヘラケズリする。128～130は土師器甕。

時期的には、杯の口縁端部が肥厚するものから面が

形成されるようになるものが見られる点やヘラミガ

キが丁寧に施文されている点などから、都城編年の

平城Ⅱ～Ⅲ期に、近隣の遺跡の編年では島貫Ｅ期古

相２～中相１に相当する。

土器群ＳＺ14出土土器（131～137） 131は精製

の土師器杯。外面にヘラ描きが刻まれている。132

は土師器皿。精製品であり、口縁部は強いヨコナデ

により外反する。133は土師器杯。粗製品であり、

外面には指押さえが残る。134は須恵器杯であるが、

焼成不良のために灰黄色を呈する。135・136は土

師器甕。135の外面は、ナデ後に頸部からやや下方

にハケ調整が施されており、頸部直下までハケ調整

が及ばない。137は土師器鍋。時期的には、杯の口

縁端部が外反することなどから、都城編年の平城Ⅳ

～Ⅴ期に、近隣の遺跡の編年では島貫Ｅ期中相２～

３に相当する。

土坑ＳＫ48出土土器（138） 138は土師器杯であ

る。精製品であり、口縁部は強いヨコナデにより外

反する。

土坑ＳＫ48下層出土土器（139） 139は土師器甕

である。体部内面の下半はハケ調整後ヘラケズリで

仕上げる。

土坑ＳＫ48上層出土土器（140） 140は土師器高

杯である。精製品であり、脚柱部を面取りする。

竈ＳＦ15出土土器（141） 141は土師器甑である。

外面にヘラ描きが記される。被熱による変色が著しい。

井戸ＳＥ26井筒内出土土器（142～146） 143は

須恵器杯、142は土師器杯、144・145は土師器甕

である。144はハケ調整後ヘラケズリは外面のみで

ある。また、頸部内面の凌が鋭利であることが特徴

的である。145は内外面ともハケ調整後ヘラケズリ

の定型化した調整手法である。底部付近には接合痕

が明瞭に認められ、器壁が厚い点が特徴的である。

粗製椀状の底部に粘土紐が積み上げられている可能

性が考えられる。146は土師質の土錘である。時期

的には、杯の口縁端部が外反する点や甕が扁平化し

ていることなどから、都城編年の平城Ⅴ期に、近隣

の遺跡の編年では島貫Ｅ期中相３に相当する。

井戸ＳＥ26井筒（147） 147は丸太を刳り抜かれて

おり、外面には樹皮が残存しない。樹種はクスノキ。

筒状でなく底付近は厚く、残存状況のよい部分で7.2

㎝を計る。内面には幅約3.7㎝の手斧痕が残る。側面の

１ヶ所に縦7.9㎝横5.7㎝の方形の孔が穿たれている。

溝ＳＤ27下層出土遺物（148） 布目瓦である。端

部には切断後に２面の面取りが施され、外面は縄タ

タキ後に丁寧にナデ消されている。焼成は極めてよ

く焼き締まっており、時期的には藤原宮までの7世

紀後半に相当する。（６）

溝ＳＤ27上層出土土器（149～151） 149は南伊

勢系の土師器小皿である。器壁が薄く、底部に指押

さえ痕が多く残る。150は陶器椀である。時期的に

は、藤澤編年（７）Ⅲ型式6段階に相当し、13世紀前

半の所産と考えられる。151は土師質の土錘である。

b層上部ａ-１層出土土器（152～154） 152は布

目瓦である。端部には切断後に２面の面取りが施さ

れ、外面は縄タタキ後に丁寧にナデ消されている。

148と同様に、焼成は極めてよく焼き締まっており、

時期的には藤原宮までの７世紀後半に相当する。

153は円面硯の陸部である。陸部は厚く、比較的径

の大きな硯と推定される。焼成の方向は正立焼成で
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あり、一般的な倒立焼成と異なる。陸部上面には墨

痕がみられ、摩滅していることから、よく使い込ま

れていることがわかる。154は土師質の土錘である。

aａ層出土土器（155・156） 155・156は陶器椀

である。時期的には、藤澤編年Ⅲ型式６段階に相当

し、13世紀前半の所産と考えられる。

５　包含層等出土の遺物

包含層出土遺物（157～204） 157～159は弥生土

器壺である。157は簾状文・刺突文は櫛ｂ、斜格子文

は櫛ｃ１による。直線文は櫛ｂとｃ１が使われている。

口縁部内面には均等に瘤状突起が、頸部には竹管文

が配置される。158・159は体部内外面ともにａ手

法による。160・161は弥生土器甕である。160は

頸部を鋭利に屈曲させ、口縁部を跳ね上げる。器壁

は薄く、内外面ともにハケ調整で仕上げる。161も

器壁は極めて薄い。内面にはヘラケズリがみられる。

162～164は土師器壺である。162・163は口縁端

部を折り返し、その外面には縄文が施文されている。

土器の形状と施文に縄文が用いられている点では東

遠江から駿河地方の大廓式土器と共通する。胎土は

やや粗く、色調は暗橙色を帯びている。搬入品と考

えられる雲出島貫遺跡出土の大廓式土器と比較する

と、雲出島貫例（８）ほどの異質さはなく模倣品の可

能性が考えられる。165はＳ字甕Ａ類である。166

は有稜高杯である。脚部には３方向の透孔が穿たれ

ており、その上部には形骸化した櫛描直線文が施文

される。167は中空の小型器台である。時期的には、

162～167は古墳時代前期初頭に相当する。

168・169は土師器高杯である。168はいわゆる

屈折脚高杯であり、169は椀形高杯の杯部になる。

170は古代の甕と類似するが、器形が肩部から丸み

をおびて張り出しており、ハケ調整のハケメも細か

く定型化した典型的なものではないことから、時期

的には古墳時代の所産の可能性が考えられ、器種は

壺の可能性が考えられる。171はＳ字甕Ｅ類である。

172の外面はＳ字甕Ｅ類と同様に粗いハケ調整が施

されている。高茶屋式（９）の大型鉢である。173は

いわゆるコップ型の初期須恵器である。体部内面の

底部付近にはカキメが、外面には手持ちヘラケズリ

がみられる。稜が甘く、波状文も洗練されていない

が、焼成は良好である。174は須恵器杯蓋である。

175は須恵器杯身である。内面には、工具痕が残る。

176・177は土師器杯Ａ、178・180は土師器皿で

ある。177の底部外面には、墨書による記号が記さ

れている。179は須恵器皿、181は須恵器杯、182

は須恵器長頸壺である。183～186は土師器甕であ

る。187・188は土師質の移動式竈である。時期的

には、176～188は奈良時代に相当する。

189は土師器皿である。いわゆる南伊勢系土師器

ではなく、中勢地域でみられる土器である。雲出島

貫遺跡の土師皿ａ２（10）に相当し、時期的には島貫

Ｆ２期新相にあたる。190～193は陶器小皿、194

～197は陶器椀である。藤澤編年Ⅲ型式５～６段階

に相当する。197の底部外面には墨書が記されてお

り、「儀」の可能性が挙げられる。198は土師質土錘

である。

199はサヌカイト製の無茎石鏃である。200・

201は敲石で、敲打痕がみられる。202は軽石製の

砥石で、平面的な研磨痕が２面にみられる。203は

滑石製双孔円板である。204は携帯用の砥石である。

端部１カ所に穿孔がある。

試掘時出土遺物（205～207） 205は布目瓦であ

る。焼成は甘く、摩滅気味である。206は奈良時代

の土師器皿である。207は陶器椀である。高台には

籾殻痕が付着する。時期的には、藤澤編年Ⅲ型式５

～６段階に相当する。 （川崎志乃）
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第45図　出土遺物実測図(1)（13・16・26・27は１：２、その他１：３）
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第46図　出土遺物実測図(2)（31・32・36は１：２、その他１：３）
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第47図　出土遺物実測図(3)（70は１：２、その他１：４）
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第48図　出土遺物実測図(4)（74-2は１：８、その他１：４）
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第49図　出土遺物実測図(5)（１：４）
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第50図　出土遺物実測図(6)（98は１：２、その他１：４）
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第51図　出土遺物実測図(7)（108は１：２、その他１：４）
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第52図　出土遺物実測図(8)（１：４）
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第53図　出土遺物実測図(9)（147は１：10、その他１：４）
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第54図　出土遺物実測図(10)（１：４）
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第55図　出土遺物実測図(11)（199・203・204は１：２、その他１：４）
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遺物観察表　凡例

遺物観察表については、以下のような方法によって表記している。

１出土土器観察表

報告番号；図版に対する番号である。

実測番号；実測図製作段階の番号である。３桁以上の数字が実測用紙番号、下２桁が実測用紙内の番

号である。 （例）12304→123-04

器種等；弥生土器・土師器などの別と、器種（壺・甕・杯）などを記した。

地区；調査区内のグリッド（４×４ｍ）である。

遺構・層位等；出土した遺構および層位を記した。ｐは取り上げ番号である。

計測値；特記のないものは、口径（口縁部径）および器高を記した。

調整・技法の特徴；土器製作技法を簡易に記した。ただし、弥生時代中期の土器については煩雑なた

め、別途本文の分類（P.46～47参照）に準じて項目を独立させた。

胎土；粗・やや粗・やや密・密の４段階で記した。胎土中に見られる重要な特徴については「特記事

項」に記した。

色調；『新版標準土色帖』（小山・竹原編　2001前期版）を基準とした色調を表記した。

残存；口縁部・脚部など残存状況のよい部位を分数で記した。律令期の土器の口縁部残存度について

は１/12単位で記した。

特記事項；土器に見られる特徴的な要素を記した。

２出土石器観察表

報告番号、実測番号、地区・層位等；１に同じ。

器種；想定される器種を記した。

計測値；（ ）表記は残存部を計測したものである。

残存；完存およびほぼ完存のもののみ記した。

特記事項；石器に見られる特徴的な要素を記した。

３出土木器観察表

報告番号、実測番号、地区・層位等；１に同じ。

種別；遺構構造材について用途を記した。

名称；器種を記した。

計測値；２に同じ。

木取り；現状での材断面に現れた木目を基準としている。

特記事項；木器に見られる特徴的な要素を記した。
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１　調査区の基本層序

14工区の調査では、調査区東端から検出作業を行

ったが、遺構密度が極めて低い状態であったため、

再度調査区内にトレンチを設定し、層序の確認およ

び遺構の存在の把握につとめた（第56・57図）。

基本層序は、第１層：灰色シルト、第２層：黄灰

色細砂、第３層：灰黄色細砂、第４層：明青灰色砂、

第10層：褐灰色粘質土である（第57図）。このうち第

２層：黄灰色細砂、第３層：灰黄色細砂が包含層で

ある。検出は第４層：明青灰色砂面上で行った。但

し、調査区内に設定したトレンチの土層観察の結果、

調査区内においても地点によっては大きく層序が異

なることが判明した。調査区の中央をほぼ南北方向

に縦断する形で、黄色粗砂層の堆積がみとめられる。

この粗砂層は表土直下から第10層：褐灰色粘質土面

上まで堆積している。また、粗砂層の堆積がみとめ

られない調査区東端・西端においては、ほぼ基本層

序が確認できるが、包含層は調査区全体に堆積して

いるのではなく、部分的に残存しているのみである。

なお、排水溝掘削時には、第10層：褐灰色粘質土

層まで掘削におよんだが、大量の湧水があった。ま

た、調査区南端部分には、調査開始直前まで建物が

あり、その建築の際に受けたと考えられる攪乱がみ

とめられた。

調査区中央の浅黄色粗砂層にも遺物が含まれる。

この粗砂は、おそらくは中世あたりにおこった、河

川の氾濫によって運ばれてきた土砂と考えられる。

したがって、粗砂に含まれる遺物も土砂と共に運ば

れてきた可能性も考えられる。

県道をはさんで隣接する、同遺跡内の13工区と14

工区とは30ｍしか離れていないにもかかわらず、層

序は大きく異なる。13工区では標高3.0～3.2ｍで弥

生時代から中世にいたる遺構面（上層）と、さらに

標高2.8ｍで弥生時代前期の遺構面が確認されている

のに対し、14工区では標高3.0ｍで中世前期の遺構

面を確認している。13工区における包含層及び遺構

検出面は、14工区内ではみとめられなかった。

今回の調査以前に、当時の建設省が行ったボーリ

ング調査によれば、旧地形は13工区から14工区に向

かって急激に落ち込む谷地形であったことが確認さ

れている。調査終了際に行った地質調査においても、

14工区部分は元来、後背湿地であったことが確認さ

れている。したがって、13工区地区で生活が営まれ

ていた時期にも、当地は居住には適さない地区であ

ったと考えられる。

２　遺構

今回の調査では、溝12条、土坑２基、およびピッ

ト７基を確認した。ピットも全てが点在する状態で

あり、建物の存在を示す痕跡は確認できなかった。

遺構密度が非常に低いことに加え、遺構からの遺物

出土量は極端に少なく、全ての遺構の時期決定が困

難であった。出土遺物を概観すれば、中世の遺物が

最も多く、おそらくは遺構の時期も中世を中心とし、

それよりも古くは遡らないと言えるが、詳細な時期

決定を行うことはできない。したがって、ここでは

各遺構の形状および出土遺物の内容についてのみ述

べることとした。また、ここで述べなかった遺構の

概略に関しては、遺構一覧表（第17表）中に示した

概要を参照されたい。なお、調査時においては便宜

上、13・14工区別個に１から遺構番号を付していた

が、本報告に際しては重複を避けるため、14工区内

の調査区中の遺構番号は101から付すこととする。

土坑ＳＫ106（第56・58図） 調査区南西に位置す

る。長軸4.1ｍ、短軸2.7ｍの不整円形である。底面

の中央部はほぼ円形に落ち込み、検出面下0.35ｍで

湧水を確認した。埋土は暗灰黄色砂質土である。遺

物は主に遺構肩部に堆積していた埋土中に含まれて

いた。出土遺物には藤澤良祐氏による山茶椀編年(1)

（以下、山茶椀編年と省略）の５型式の陶器小皿が

みられる。

溝ＳＤ114（第56図） 調査区南端に位置する。幅

1.96～3.74ｍ、深さ0.03～0.18ｍである。平面形は

ＳＤ112に切られる。溝方向はＥ30°Nである。出

土遺物には、山茶椀編年５型式の陶器小皿が含まれ

る。

溝ＳＤ102（第56・59図） 調査区北西に位置する。

Ⅴ　14工区調査の成果－基本層序と遺構－
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第56図　14工区遺構平面図（１：500）
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ＳＤ101同様に範囲確認調査で検出された遺構であ

る。幅0.2～0.5ｍ、深さ0.03～0.17ｍである。遺構

の大半は調査区外へとのびる。溝方向は、Ｎ17°W

であり、ＳＤ101のＩ28以南の溝方向とほぼ一致す

る。あるいは、ＳＤ101の南北方向にのびる部分と

同一遺構である可能性も考えられよう。出土遺物は

極微量で細片が多いが、陶器椀細片が含まれる。

溝ＳＤ103（第56図） 調査区北端に位置し、幅約

0.6ｍ、深さ0.03～0.17ｍである。ＳＤ101との間隔

は20ｍであり、溝方向も全長3.2ｍと短いため不確

定ではあるが、ほぼ平行である。出土遺物は全くみ

とめられず、時期は不明である。溝方向がそろうＳ

Ｄ101と同時期のものか。

溝ＳＤ104（第56図） 調査区南西に位置し、幅1.4

～1.9ｍ、深さ0.06～0.18ｍである。西半は排水溝に

切られる。溝方向は、Ｅ12°Nである。あるいは後

述するＳＤ111と同一遺構の可能性もある。出土遺

物には、山茶椀編年の５型式の陶器椀がみられる。

落ち込みＳＺ109（第56図） 調査区中央西に位置

し、幅0.28～1.4ｍ、深さ0.05～0.19ｍである。平面

形はほぼ環状にめぐるが、不定形であり、人為的な

掘削に伴うものとは考えにくく、落ち込みと判断し

た。出土遺物には、平安時代の土師器もみとめられ

るが、山茶椀編年の５型式の陶器椀がみられる。

溝ＳＤ112（第56・60図） 調査区南端に位置する。

幅5.04～6.60ｍ、深さ0.06～0.26ｍである。後述の

ＳＤ111とは、Ｑ39～40グリッドでほぼ直角に合流

する。また、ＳＤ113、ＳＤ116に切られる形にな

っている。溝方向はＮ０°Wである。これは後述の

ＳＤ111のＩ28以南の溝方向とおおむね一致する。

出土遺物には、土師器小皿や、陶器などがある。

溝ＳＤ113（第56図） 調査区南端に位置する。Ｓ

Ｄ112を切る。出土遺物には伊藤裕偉氏による南伊

勢系鍋の編年(2)（以下、南伊勢系鍋編年と省略）第

１段階ｂ型式の土師器鍋が含まれる。

溝ＳＤ101（第56・59図） 調査区北西に位置し、

幅0.6～1.2ｍ、深さ0.07～0.29ｍである。Ｉ28グリ

ッドでほぼ直角に屈曲し、東方向にのびる。また遺

構の南端は調査区外へのびる。前年度に行った範囲

確認調査で検出された遺構である。溝方向は、Ｉ28

－ 74 －

第58図　土坑ＳＫ106平面図・断面図（１：50）
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グリッド以南がＮ17°Ｗ、Ｉ28グリッド以東がＥ

10°Ｎである。出土遺物は極微量であったが、南伊

勢系鍋編年第１段階ｂ型式の土師器鍋が含まれる。

溝ＳＤ111（第56・60図） 調査区中央南に位置す

る。トレンチ６調査時に検出した。幅1.82～6.60ｍ、

深さ0.02～0.33ｍである。埋土は灰色砂混じりシル

トであり、完掘時には底面で若干の湧水がみられた。

溝方向はＥ８°Ｎである。これは前述のＳＤ101、

103の溝方向とおおむね一致する。出土遺物には、

京都系土師器小皿や、墨書がみられる陶器椀などが

ある。

溝ＳＤ116（第56・60図） 調査区南端に位置する。

幅0.56～1.08ｍ、深さ0.03～0.15ｍである。ＳＤ

112を切る。 （瀬野弥知世）

註

(1）藤澤良祐「瀬戸古窯址群１」『瀬戸市歴史民俗資料館

研究紀要　Ⅰ』（1982年)

藤澤良祐「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要　第

３号』（三重県埋蔵文化財センター　1994年)

(2）伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」

『Miehistory vol.１』(三重歴史文化研究会　1990年）

第59図　溝ＳＤ101・102平面図・断面図（１：100）
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第60図　溝ＳＤ111・112平面図（１：250）・断面図（１：100）

第17表　遺構一覧表(2)
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Ⅵ　14工区調査の成果－出土遺物－

今回の14工区の調査で確認された遺物は、遺構の

中心時期である鎌倉時代から室町時代までのものの

他に、包含層には古くは弥生時代前期、新しくは近

世にいたる遺物までみられる。出土量はコンテナに

換算して約６箱である。以下、遺物の概略を述べる

こととする。個々の遺物の詳細に関しては、第18表

の出土土器観察表を参照されたい。

１　遺構出土土器（第61図）

土坑ＳＫ106出土土器（208・209） 土師器皿

（208）、陶器小皿（209）である。陶器小皿は完存

で、底部が糸切り未調整である。時期としては藤澤

良祐氏による編年(1)（以下山茶椀編年と省略）５型

式に比定できよう。

溝ＳＤ114出土土器（211） 陶器小皿である。わ

ずかに口縁部が欠けるが、ほぼ完存である。底部外

面には板状圧痕がみられる。時期としては山茶椀編

年５型式に比定される。ＳＫ106出土のものよりは、

やや古い時期のものであろう。

溝ＳＤ102出土土器（213） 陶器椀口縁部小片で

ある。

溝ＳＤ104出土土器（212） 陶器椀である。口縁

端部がやや肥厚し、面がみられる。胎土はやや粗い。

落ち込みＳＺ109出土土器（210） 陶器椀の底部

小片である。摩耗が激しい。

溝ＳＤ112出土土器（215） 陶器捏鉢である。

溝ＳＤ113出土土器（214） 土師器鍋である。伊

藤裕偉氏による南伊勢系鍋の編年(2)（以下、南伊勢

系鍋編年と省略）第１段階ｂ型式に相当する。頸部

外面には薄く煤が付着している。

溝ＳＤ111出土土器（219～225） 今回の調査で最

も遺物の出土密度が大きかった遺構である。土師器

小皿（219）は口縁部がＳ字状に屈曲するいわゆる

「ての字」小皿である。伊藤裕偉氏による分類(3)によ

れば、小皿ｂ２類に相当しよう。220・221はいず

れも南伊勢系の土師器小皿である。陶器椀（222～

225）は４点図示した。225は底部外面に「大」と

第61図　出土遺物実測図(12)（１：４）



読める墨書がある。高台は低くつぶれている。224

は底部片である。胎土は非常に粗く、無高台の段階

のものと考えられる。

溝ＳＤ101出土土器（216～218） 土師器小皿

（217）は口縁部が内彎する、南伊勢系のものである。

土師器鍋（216）はＳＤ113と同時期のものである。

擂鉢（218）は擂目が明確に残る。

２　包含層出土土器（第62図226～236）

弥生時代から近世の遺物がある。227は弥生前期

の広口壺である。底部外縁をえぐるような形の穿孔

が、平行して２カ所あるのがみとめられる。底部の

内側から外縁に向かって穿ってあり、両方とも貫通

している。228は古式土師器甕口縁部である。229

は口縁端部が外反する土師器杯である。231～234

は陶器椀である。234は底部のみ残存しているが、

外面に「十」と読める墨書がある。前述のＳＤ101

の上面からの出土であり、当遺構との関連も考えら

れよう。231は内面全体に煤が付着している。灯明

に使用した可能性が考えられる。232は胎土が粗く、

高台は低雑である。233はほぼ完存である。口縁端

部が肥厚し、明確な面がみられる。235は青磁椀で

ある。内面見込みには花文が施されている。外面に

は蓮弁文がみられる。236は瓦質の焙烙である。内

外面とも暗灰色に燻されており、鍔外面には煤が付

着している。 （瀬野弥知世）

註

(1）藤澤良祐「瀬戸古窯址群１」『瀬戸市歴史民俗資料館

研究紀要　Ⅰ』（1982年)

藤澤良祐「山茶碗研究の現状と課題」『研究紀要　第

３号』（三重県埋蔵文化財センター　1994年）

(2）伊藤裕偉「中世南伊勢系の土師器に関する一試論」

『Miehistory vol.１』（三重歴史文化研究会　1990年）

(3）伊藤裕偉「中世成立期における伊勢の土器相～雲出島

貫遺跡出土資料を中心に～」（『嶋抜Ⅱ』三重県埋蔵文化

財センター　2000年）
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第62図　出土遺物実測図(13)（１：４）
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Ⅶ　１４工区調査の成果－小結－

１　遺構について

今回の調査で検出した遺構は、溝12条、土坑２基、

ピット７基であり、建物の跡はみとめられなかった。

この理由としては、当地区の地形条件が後背湿地と

呼ばれる低湿地であったため、居住には適さなかっ

たと考えられる。また、調査区北東部分に遺構がほ

とんどみとめられない点に関しては、土地条件のた

めにもともと利用されていなかったからか、あるい

は河川の氾濫による黄色粗砂の流れこみの影響で、

本来の層序が大きく変化したためと考えられる。

２　遺物について

Ⅴ章でもふれたが、今回の調査においては、包含

層・遺構ともに遺物の出土量が少なかった。時期を

概観してみると中世の陶器椀・土師器小皿が最も多

い。遺構からの出土遺物に限って見ても、やはり中

世の陶器椀・土師器小皿がほとんどである。わずか

に含まれる弥生土器壺(227)や古式土師器甕(228)と

いった、弥生時代や古墳時代の遺物は全て包含層出

土のものである（第62図）。調査区内壁およびトレ

ンチの土層観察によれば、遺構検出面は中世と考え

られる時期の層のみであり、それより古い時期に堆

積した層では遺構は検出されなかった。したがって

これらの中世より古い時期の遺物は、おそらくは河

川の氾濫による黄色粗砂の流れ込みによるものと考

えられる。 （瀬野弥知世）
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上空から西山古墳、天花寺を臨む（東から）

上空から伊勢湾を臨む（西から）

図版１

天花寺丘陵

西山古墳

伊勢湾
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Ｇ４グリッド検出（西から）

図版２

_８グリッド検出（西から）

Ｈ４グリッドｐｉｔ１断面（南から）

Ｈ４～５グリッド完掘（南から）

弥生時代前期下層遺構面（畠）
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図版３

Ｇ～Ｈ７グリッド検出（西から）

Ｇ～Ｈ６グリッド検出（西から）

中央トレンチ断面_７～８グリッド（西から）

中央トレンチ断面_７グリッド（西から）

弥生時代前期下層遺構面（畠）
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ＳＤ41西トレンチ断面（東から）

図版４

ＳＤ44中央トレンチ断面（西から）

ＳＤ44北壁断面（南から）

東壁断面25ｍ付近（西から）

弥生時代前期関連遺構
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図版５

筋違遺跡周辺航空写真（1947年撮影、上が南）
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上空から雲出川を臨む（南から）

上空から（北から）

図版６

雲出川
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図版７

調査区西壁断面（東から）

_～Ｌ・７～８グリッド完掘（東から）

東トレンチ試料採取前（東から）

調査区東壁断面（西から）

ＳＤ41
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検出（北から）

図版８

検出（南西から）

Ｈ～_・６～７グリッド完掘（北から）

田$博之氏による調査指導

弥生時代前期下層遺構面（畠）

掘削作業（東から）

遺物出土状況（畝間より）
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図版９

水田完掘（北東から）

水田完掘Ｇ～Ｈ６グリッド（西から）

水田完掘Ｇ～Ｈ４グリッド（南から）

Ｇ６グリッド畦畔断面（東から）

弥生時代前期上層遺構面水田（ＳＤ41北部）
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検出（西から）

図版10

検出（西から）

検出（南から）

_11グリッド疑似畦畔（西から）

弥生時代前期関連（ＳＤ41南部）
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図版11

耕起痕？（弥生時代前期下層遺構面にて）

耕起痕？（弥生時代前期下層遺構面にて）

下層確認トレンチ北壁（南から）

下層確認トレンチ北壁接写（南から）

フローテーション用試料採取（Ａ地点）

フローテーション用試料採取（_６グリッド）

下層確認トレンチＳＤ41付近（西から）

下層確認トレンチＭ９グリッド付近（西から）
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Ａ地点

図版12

Ｂ地点

Ｃ地点

Ｄ地点

プラント・オパール分析、花粉分析用試料採取
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図版13

Ｆ４グリッド

Ｋ13グリッド

プラント・オパール分析用試料採取

※上・下層耕作土層分層できず
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図版14

弥生時代中期後葉～中世前期遺構面西半部垂直写真（上が南）

弥生時代中期後葉～中世前期遺構面西半部（東から）
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図版15

弥生時代中期後葉～中世前期遺構面西半部（北から）

弥生時代中期後葉～中世前期遺構面東半部（北から）
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図版16

ＳＸ16完掘（東から）

ＳＸ16土器出土状況（南から） ＳＸ16土器出土状況（北東から）

ＳＸ16土器出土状況（南から）
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図版17

ＳＸ29土器出土状況（西から） ＳＫ42土器出土状況（南から）

ＳＫ６土器出土状況（北から）

ＳＤ８溝底工具痕完掘（西から） ＳＤ８土器出土状況（西から）

ＳＤ８完掘（南東から）
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図版18

ＳＨ13土器出土状況（西から）

ＳＤ５西壁断面（東から）

ＳＤ５断面（東から）ＳＤ５完掘（東から）
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図版19

掘立柱建物検出状況（北東から） ＳＺ14土器出土状況（北から）

ＳＺ４土器出土状況（北から）

Ｆ12グリッド西壁断面（東から）

ＳＨ２完掘（北西から）

Ｇ６グリッド付近検出状況（北西から）

ＳＥ26井筒検出（東から）

ＳＥ26断ち割り（東から）
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図版20

高橋　学氏による調査指導 検討会

現地説明会

肉眼（ルーペ）での選別

豊田小学校総合学習

実体顕微鏡での選別

土壌の乾燥

炭化物をすくう
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図版21

弥生時代前期下層遺構面関連土器

弥生時代前期上層遺構面関連土器

出土遺物(1)

2 3
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21 17
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図版22

b層下部ｂ-２層出土土器

b層下部ｂ-１・２層出土土器

出土遺物(2)

29
30

28 33

44 37 46
54

53

45

38 47
42

35 39

49 48 50
40

55 56 51 52 34



－ 103 －

図版23

包含層出土土器

弥生時代前期関連石製品

出土遺物(3)

57

60

59
58

61

62 63

31
27

26

16

32 13 36
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図版24

c最下層ａ'層出土土器

出土遺物(4)

1

ー

c上層ｂ層出土土器

12

ー

b層下部ｂ-１・２層出土土器

51 43
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図版25

出土遺物(5)

65 66

67 68

70 69

ＳＸ29出土遺物
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図版26

出土遺物(6)

72

73

ＳＸ16出土土器

74 77

71

78
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図版27

出土遺物(7)

79

75

76

ＳＸ16出土土器

80
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図版28

出土遺物(8)

83

ＳＫ42出土土器

86 87

81

85

82 84

ＳＤ49出土土器 ＳＫ６出土土器

ＳＫ６出土土器
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図版29

出土遺物(9)

88 89

ＳＤ８出土土器

9091

9394
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図版30

出土遺物(10)

114 124

115 124

123 121

125 122
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図版31

出土遺物(11)

95 101 102

107 109

131 133

144 145 147

ー

147内147内147内147内147内147内147内147内147内147内147内147内147内147内147内147内147内
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図版32

出土遺物(12)

160 162 173

153 197

148 108 203

200 204

ー

177177177177177177177177177177177177177177177177177
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図版33

直線文・波状文

■沈線 ■櫛ａ ■櫛ｂ

■櫛ｃ１ ■櫛ｃ２ ■板

簾状文

■櫛ｂ ■ヘラ ■櫛ｃ１

斜格子文

7474747474747474747474747474747474 6868686868686868686868686868686868 8686868686868686868686868686868686

8484848484848484848484848484848484 7272727272727272727272727272727272 7979797979797979797979797979797979

7272727272727272727272727272727272 6565656565656565656565656565656565 6464646464646464646464646464646464
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図版34

刺突文

■貝ａ ■貝ｂ ■櫛ｂ ■板

浮文等

■瘤状突起 ■棒状浮文 ■円形浮文 ■竹管文

外面調整

65 73

内面調整

65 87

■ａ手法 ■ｂ手法

■ａ手法 ■ｂ手法

6565656565656565656565656565656565 6868686868686868686868686868686868 6464646464646464646464646464646464 7575757575757575757575757575757575

7575757575757575757575757575757575 6565656565656565656565656565656565 6565656565656565656565656565656565 8282828282828282828282828282828282
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図版35

14工区　調査区北半完掘（南から）

14工区　調査区南半完掘（北から）
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図版36

ＳＤ101・102（北から）

ＳＤ104・ＳＫ105・ＳＫ106（南から）
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図版37

出土遺物(13)

227

226

208

229

221

220

219 217

214

227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔227底部穿孔
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図版38

出土遺物(14)

209 211

234 225

231 232

233 235
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